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1

福沢諭吉とＪ・Ｓ・ミル『代議制統治論』

福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』

小　

川　

原　

正　

道

一
、
は
じ
め
に

二
、
既
存
研
究
に
お
け
る
指
摘

三
、『
代
議
制
統
治
論
』
と
福
沢
諭
吉

四
、
む
す
び

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
福
沢
諭
吉
が
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（John Stuart M

ill
）
の
『
代
議
制
統
治
論
』（Considerations on R

epresentative 

G
overnm

ent

）
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
三
章
（
一
八
七
五
年
脱
稿
・
刊
行
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
同
書
に
基
づ
い
た
記
述
を
し
て
い

る
。世

論
に
合
衆
政
治
を
公
平
な
り
と
す
る
所
以
は
、
其
国
民
一
般
の
心
を
以
て
政
を
為
し
、
人
口
百
万
人
の
国
に
は
百
万
の
心
を
一
に
合
し
て
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事
を
議
定
す
る
ゆ
ゑ
公
平
な
り
と
云
ふ
こ
と
な
ら
ん
。
然
る
に
事
実
に
於
て
大
に
差
支
あ
り
。
爰
に
其
一
箇
条
を
示
さ
ん
。
合
衆
政
治
に
て

代
議
士
を
撰
ぶ
に
、
入
札
を
用
ひ
て
多
数
の
方
に
落
札
す
る
の
法
あ
り
。
多
数
と
あ
れ
ば
一
枚
多
き
も
多
数
な
る
ゆ
ゑ
、
万
一
国
中
の
人
気

二
組
に
分
る
ゝ
こ
と
あ
り
て
、
百
万
の
人
口
の
内
よ
り
一
組
を
五
十
一
万
人
と
し
一
組
を
四
十
九
万
人
と
し
て
札
を
投
ず
れ
ば
、
撰
挙
に
当

る
人
物
は
必
ず
一
方
に
偏
し
て
、
四
十
九
万
の
人
は
最
初
よ
り
国
議
に
与
る
を
得
ざ
る
訳
け
な
り
。
又
こ
の
撰
挙
に
当
た
る
代
議
士
の
数
を

百
人
と
し
て
、
議
院
に
出
席
し
大
切
な
る
国
事
を
議
定
す
る
と
き
に
、
例
の
如
く
入
札
を
用
ひ
て
五
十
一
人
と
四
十
九
人
と
の
差
あ
れ
ば
、

是
亦
五
十
一
人
の
多
数
に
決
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
故
に
此
決
議
は
全
国
人
民
中
の
多
数
に
従
ふ
に
非
ず
、
多
数
中
の
多
数
を
以
て
決
し
、
其
差
、

極
て
少
な
き
も
の
な
れ
ば
、
大
数
国
民
四
分
一
の
心
を
以
て
他
の
四
分
の
三
を
制
す
る
の
割
合
な
り
。
之
を
公
平
と
云
ふ
可
ら
ず
（「
ミ
ル
」

氏
代
議
政
治
論
の
内（

（
（

）。

　

こ
の
た
め
、
福
沢
が
同
書
を
読
ん
で
い
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
福
沢
が
明
治
前
半
期
に
お
い
て
、
文
字
通
り
代
議
政
治
を
主
唱

し
た
人
物
で
あ
る
と
考
慮
す
る
と
き
、
彼
が
『
代
議
制
統
治
論
』
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
た
の
か
は
、
綿
密
に
考
証
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
福
沢
と
ミ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
福
沢
手
沢
本
が
残
っ
て
い
る
ミ
ル
の
『
功
利
主
義
』

お
よ
び
『
女
性
の
隷
従
』
に
関
す
る
研
究
の
ほ
か
、
福
沢
の
宗
教
観
へ
の
ミ
ル
の
影
響
な
ど
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、『
代

議
制
統
治
論
』
に
つ
い
て
は
、
正
面
か
ら
扱
わ
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る（（
（

。

　

須
田
辰
次
郎
の
直
話
に
よ
る
と
、「
先
生
が
…
…
ミ
ル
の
代
議
政
体
は
、
字
が
細
く
て
困
る
と
云
ふ
の
で
、
私
の
持
つ
て
居
た
大

き
い
字
の
本
を
お
貸
し
申
し
た
処
が
、
悉
く
読
ん
で
全
編
書
き
入
れ
を
し
た
の
が
、
今
で
も
福
沢
家
に
遺
つ
て
居
り
ま
せ
う
」
と
い

う
（
（
（

。『
代
議
制
統
治
論
』
は
初
版
（
一
八
六
一
年
）、
第
二
版
（
一
八
六
一
年
）、
第
三
版
（
一
八
六
五
年
）、
民
衆
版
（Peopleʼs 

edition

）（
一
八
六
五
年
）
と
あ
る
が
、
こ
の
民
衆
版
の
み
が
二
段
組
み
で
字
が
小
さ
い
た
め
、
お
そ
ら
く
福
沢
の
手
元
に
あ
っ
た
も

の
は
民
衆
版
で
、
そ
の
字
が
小
さ
く
て
困
っ
た
た
め
、
須
田
の
持
っ
て
い
た
初
版
か
第
二
版
、
あ
る
い
は
第
三
版
の
い
ず
れ
か
を
借

り
て
読
み
、
全
編
に
わ
た
っ
て
書
き
入
れ
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
沢
が
『
代
議
制
統
治
論
』
を
熟
読
し
て
全
編
に
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書
き
入
れ
を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
は
こ
の
書
き
込
み
を
し
た
手
沢
本
、
ま
た
福
沢
の
手
元
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
民
衆
版
、
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
現
存
し
て
お
ら
ず
、
福
沢
が
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
書
き
込
み
を
し
、
ど
こ
に
不

審
紙
を
貼
っ
て
ど
ん
な
ミ
ル
の
記
述
に
影
響
を
受
け
た
か
な
ど
は
、
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
研
究
が
少
な
い
主
た
る
所
以
で
あ
る（（
（

。

こ
の
た
め
、
我
々
は
右
の
よ
う
に
福
沢
が
ミ
ル
を
根
拠
に
記
述
し
て
い
る
部
分
を
除
き
、
福
沢
の
著
作
と
『
代
議
制
統
治
論
』
の
記

述
と
を
比
較
し
、
そ
の
類
似
点
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
影
響
を
推
し
量
る
ほ
か
な
い
。

　

だ
が
、
福
沢
が
い
つ
頃
『
代
議
制
統
治
論
』
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
ヒ
ン
ト
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
、
ミ
ル
の
著
作
の
う
ち
福
沢
の
手
沢
本
が
現
存
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（（
（

。<　

>

内
は
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
年
。

John Stuart M
ill, A

utobiography, 3rd ed. (London: Longm
ans, Green, Reader, and D

yer, 1874) <1873>
John Stuart M

ill, D
issertations and D

iscussions: Political, Philosophical, and H
istorical, 2nd ed. I (London: Longm

ans, 
Green, Reader, and D

yer, 1875) <1859>
John Stuart M

ill, D
issertations and D

iscussions: Political, Philosophical, and H
istorical, 2nd ed. II (London: Longm

ans, 
Green, Reader, and D

yer, 1867) <1859>
John Stuart M

ill, D
issertations and D

iscussions: P
olitical, P

hilosophical, and H
istorical, 2nd ed. III (London: 

Longm
ans, Green, Reader, and D

yer, 1875) <1859>
John Stuart M

ill, E
ssays on som

e unsettled Q
uestions of Political E

conom
y, 2nd ed. (London: Longm

ans, Green, 
Reader, and D

yer, 1874) <1844>
John Stuart M

ill, T
he Subjection of W

om
en (N

ew
 Y

ork, D
. A

ppleton and Com
pany, 1870) <1869>

John Stuart M
ill, A

 System
 of Logic: R

atiocinative and Inductive, 8th ed. V
ol. I (London: Longm

ans, Green, Reader, 
and D

yer, 1872) <1843>
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John Stuart M

ill, A
 System

 of Logic: R
atiocinative and Inductive, 8th ed. V

ol. II (London: Longm
ans, Green, Reader, 

and D
yer, 1872) <1843>

John Stuart M
ill, U

tilitarianism
, 5th ed. (London: Longm

ans, Green, Reader, and D
yer, 1874) <1853>

　

一
八
四
三
年
刊
行
の
『
論
理
学
大
系
』（A

 System
 of Logic

）
か
ら
、
一
八
七
三
年
刊
行
の
『
ミ
ル
自
伝
』（A

utobiography

）

に
い
た
る
ま
で
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
時
期
は
実
に
三
十
年
間
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
福
沢
手
沢
本
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
七

五
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
版
に
集
中
し
て
い
る
。D

issertations and D
iscussions

の
第
二
巻
の
み
が
一
八
六
七
年
刊
行
だ
が
、

こ
れ
は
福
沢
が
全
三
冊
を
ま
と
め
て
購
入
し
た
際
、
受
け
付
け
た
書
店
側
が
第
二
巻
の
み
一
八
七
五
年
版
が
欠
け
て
い
た
た
め
、
一

八
六
七
年
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
福
沢
が
ミ
ル
に
大
い
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
七
五
年
よ
り
や
や
遅
れ
た
、
お
そ
ら
く

一
八
七
一
年
頃
か
ら
一
八
七
七
年
頃
で
あ
り
、
そ
の
関
心
の
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
ミ
ル
の
本
を
注
文
し
、
結
果
と
し
て
、

当
時
最
新
版
で
あ
っ
た
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
七
五
年
の
版
が
手
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
通
り
、『
文
明
論
之

概
略
』
に
福
沢
が
ミ
ル
を
引
用
し
た
の
は
一
八
七
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
関
心
」
の
時
期
に
符
合
す
る（（
（

。
一
八
七
六
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
第
十
五
編
で
も
福
沢
は
、「
今
の
人
事
に
於
て
男
子
は
外
を
務
め
婦
人
は
内
を
治
る
と
て
其
関

係
殆
ど
天
然
な
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、「
ス
チ
ュ
ア
ル
ト
・
ミ
ル
」
は
婦
人
論
を
著
し
て
、
万
古
一
定
動
か
す
可
ら
ざ
る
の
此
習
慣

を
破
ら
ん
こ
と
を
試
み
た
り（（
（

」
と
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
従
』
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
翌
年
に
、
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
の
第
一
論

文
「
自
然
」
が
小
幡
篤
次
郎
に
よ
っ
て
翻
訳
出
版
さ
れ
た
際
に
も
、
福
沢
は
同
年
、
そ
こ
に
緒
言
を
寄
せ
て
い
（
（
（8
（
（

る
。
こ
の
間
、
一
八

七
四
年
刊
行
の
『
功
利
論
』
を
、
一
八
七
六
年
四
月
四
日
か
ら
読
み
始
め
、
十
四
日
に
読
了
、
二
十
日
に
再
読
了
し
て
い
る（（（
（

。
や
は

り
こ
の
時
期
の
ミ
ル
へ
の
関
心
が
う
か
が
え
よ
う
。
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こ
う
考
え
る
と
、『
代
議
制
統
治
論
』
に
つ
い
て
も
、
右
の
条
件
、
す
な
わ
ち
、
福
沢
が
ミ
ル
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
一
八
七
一

年
頃
か
ら
一
八
七
七
年
頃
に
須
田
か
ら
こ
れ
を
借
り
て
、
メ
モ
を
書
き
い
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
須
田
は
そ
の
「
義
塾
懐
旧

談
」
で
、「
明
治
七
八
年
の
頃
」
に
、「
ミ
ル
0

0

氏
経
済
論
、
同
氏
代
議
政
体
」（
傍
点
原
文
）
な
ど
が
舶
来
し
、「
一
時
は
非
常
の
読
書

熱
流
行
」
し
た
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
一
八
七
四
、
五
年
頃
に
慶
應
義
塾
に
ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
が
舶
来
し
、
非
常
な
読
書
熱
が

流
行
し
た
の
だ
と
す
る
と
、
須
田
が
こ
れ
を
購
入
し
、
福
沢
が
こ
れ
を
借
り
て
読
ん
だ
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
一

八
七
四
、
五
年
頃
と
い
う
こ
と
だ
が
、『
文
明
論
之
概
略
』
に
引
用
し
た
の
が
一
八
七
五
年
で
、
こ
の
と
き
ま
で
に
読
ん
で
い
た
の

は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
福
沢
が
読
ん
だ
の
は
一
八
七
四
年
の
前
年
・
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
と
推
定
し
た
い（（（
（

。
当
然

な
が
ら
、『
代
議
制
統
治
論
』
に
も
っ
と
も
強
く
影
響
を
受
け
た
の
も
、
こ
の
頃
、
す
な
わ
ち
一
八
七
三
年
頃
か
ら
一
八
七
五
年
頃

に
福
沢
が
記
し
た
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
ミ
ル
へ
の
関
心
が
一
八
七
七
年
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り

明
ら
か
な
の
で
、
一
八
七
三
年
頃
か
ら
一
八
七
七
年
頃
ま
で
に
福
沢
が
記
し
た
著
作
を
、
本
稿
の
検
討
対
象
と
し
た
い
と
思
う
。
な

お
、
松
沢
弘
陽
氏
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
を
含
め
て
、
そ
の
前
後
に
福
沢
が
読
ん
だ
書
物
に
つ
い
て
、「
ビ
ク
ト
リ
ア
期
の
英
・
米

の
学
芸
の
世
界
に
問
題
を
投
げ
か
け
た
第
一
級
の
書
物
で
あ
り
、
一
八
七
〇
年
代
に
は
そ
の
知
的
な
影
響
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
い

な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
福
沢
が
『
代
議
制
統
治
論
』
を
手
に
と
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、『
代
議
制
統
治
論
』
は
初
版
、
二
版
、
三
版
と
、
民
衆
版
と
が
存
在
し
て
い
る
が
、
二
版
以
降
は
、
若
干
の

修
正
を
施
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
初
版
本
を
も
と
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
こ
に
版
に
よ
る
修
正
を
注
記
し
た
岩
波
文
庫

版
『
代
議
制
統
治
論
』（
水
田
洋
訳（

（（
（

）
を
用
い
、
一
八
七
三
年
頃
か
ら
一
八
七
七
年
頃
ま
で
に
記
さ
れ
た
福
沢
の
著
作
と
の
比
較
を

試
み
る
こ
と
で
、『
代
議
制
統
治
論
』
の
福
沢
へ
の
影
響
を
測
定
す
る
一
考
察
を
提
示
し
て
み
た
い
。
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二
、
既
存
研
究
に
お
け
る
指
摘

　

こ
れ
ま
で
の
福
沢
研
究
で
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
の
福
沢
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
断
片
的
に
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
松
沢
弘
陽
氏
や
安
西
敏
三
氏
、
松
田
宏
一
郎
氏
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
諸
点
は
、
い
ず
れ
も
重
要
で
あ
り
、
こ

こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
福
沢
の
「
国
体
」
認
識
へ
の
影
響
で
あ
る
。
羽
根
幹
三
氏
は
一
九
六
九
年
の
時
点
で
、「
彼
（
福
沢
│
引
用
者
）
は
『
文

明
論
之
概
略
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
も
精
読
し
た
。
彼
の
「nationality

」
に
つ
い
て
の
主
張
は
、

ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
に
お
け
る
そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ミ
ル
が
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
露
骨
な
金
銭
追
及
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
引
用
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
ミ
ル
の
意
見
を
引
用
し
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
民
主
的
社
会
に
お
け
る
多
数
に
よ
る
専
制
の
危
険
性
に
つ
い
て
論
じ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
前
半
部
分
の
、
ミ
ル

の
『
代
議
制
統
治
論
』
に
お
け
る
「nationality

」
に
つ
い
て
の
議
論
と
は
、
同
書
第
十
六
章
に
お
け
る
、
次
の
記
述
を
指
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

人
類
の
あ
る
部
分
が
、
共
通
の
諸
共
感
に
よ
っ
て
相
互
に
結
合
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
共
感
が
、
他
の
ど
ん
な
部
分
と
の
あ
い
だ
に
も
存
在
し

な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
は
一
つ
の
民
族
（N

ationality

）
を
形
成
す
る
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
共
通
の
諸
共
感
に
よ
っ
て
か
れ
ら
は
、

他
の
人
び
と
と
よ
り
も
か
れ
ら
同
士
で
共
働
す
る
こ
と
を
好
み
、
同
一
の
統
治
下
に
あ
る
こ
と
を
望
み
、
そ
の
統
治
が
か
れ
ら
自
身
だ
け
の
、

あ
る
い
は
か
れ
ら
自
身
の
一
部
だ
け
に
よ
る
統
治
で
あ
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
こ
の
民
族
感
情
（feeling of nationality

）
を
生
み

出
し
て
き
た
原
因
は
、
さ
ま
ざ
ま
も
の
で
あ
り
う
る
。
…
…
す
べ
て
の
う
ち
で
も
っ
と
も
強
力
な
の
は
、
政
治
的
沿
革
の
同
一
性
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
民
族
の
歴
史
（national history

）
を
も
ち
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
共
通
の
回
想
を
も
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
過
去
の
同
じ
で
き
ご
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と
に
か
ん
し
て
、
共
同
の
誇
り
と
屈
辱
、
喜
び
と
悔
恨
を
も
つ
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

　

福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
で
、「
国
体
」
を
、「
一
種
族
の
人
民
相
集
て
憂
楽
を
共
に
し
」、
他
国
と
の
別
を
設
け
、
自

ら
を
尊
重
し
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
同
一
政
府
の
も
と
で
自
ら
支
配
す
る
こ
と
を
求
め
、「
禍
福
共
に
自
か
ら
担
当
し
て
独
立
す

る
者
を
云
ふ
な
り
。
西
洋
の
語
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
チ
」
と
名
る
も
の
是
な
り
」
と
述
べ
、
そ
の
「
最
も
有
力
な
る
源
因
」
と
し
て
、

「
一
種
の
人
民
、
共
に
世
態
の
沿
革
を
経
て
懐
古
の
情
を
同
ふ
す
る
者
、
即
是
な
り
」
と
し
て
い
る（（（
（

。
右
の
通
り
、
ミ
ル
は
、
人
類

の
あ
る
部
分
が
、
他
者
と
は
異
な
る
共
通
の
共
感
に
よ
っ
て
相
互
に
結
合
し
て
「
民
族
」
を
形
成
し
、
そ
の
感
情
に
よ
っ
て
共
働
し
、

自
ら
自
身
の
一
部
に
よ
る
、
同
一
の
統
治
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
求
め
る
と
し
て
、
こ
の
「
民
族
」
を
「N

ationality

」
と
呼
び
、

そ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
政
治
的
沿
革
の
同
一
性
と
歴
史
的
記
憶
の
共
有
を
挙
げ
て
い
る
。
記
述
の
整
合
性
か
ら
し
て
、
こ
の
ミ

ル
の
「N

ationality

」
に
つ
い
て
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
福
沢
の
主
張
が
生
ま
れ
た
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
安
西
敏
三
氏
も
、

『
文
明
論
之
概
略
』
を
考
察
す
る
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
こ
の
「
国
体
」
概
念
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
第

十
六
章
冒
頭
の
こ
の
部
分
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り（（（
（

、
丸
山
眞
男
氏
も
安
西
氏
の
論
文
を
引
き
な
が
ら
、「
一

種
族
の
人
民
相
集
て
憂
楽
を
共
に
し
云
々
」
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
で
あ
り
、「
具
体
的
に
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』

第
十
六
章
に
あ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
定
義
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
最
近
で
も
松
田
宏
一
郎
氏

は
、『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
チ
」
は
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
に
よ
る
」
と
し
て
い
る（（（
（

。

　

ま
た
松
田
氏
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
に
お
い
て
福
沢
が
、「
智
力
と
腕
力
と
互
に
相
制
し
互
に
相
平
均
し
て
、
聊
か
権
威

の
偏
重
を
防
ぐ
に
足
る
も
の
あ
り（（（
（

」
と
述
べ
、
権
力
を
多
元
化
し
て
互
い
に
制
し
力
を
平
均
化
す
る
効
用
を
説
い
て
い
る
部
分
に
は
、

ギ
ゾ
ー
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
や
『
代
議
制
統
治
論
』
に
み
ら
れ
る
「balance

」「counterbalance

」「check

」

「countercheck

」
と
い
っ
た
語
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る（（（
（

。
さ
ら
に
、
権
力
の
多
元
化
と
と
も
に
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福
沢
は
同
章
で
「
故
に
単
一
の
説
を
守
れ
ば
、
其
説
の
性
質
は
仮
令
ひ
純
精
善
良
な
る
も
、
之
に
由
て
決
し
て
自
由
の
気
を
生
ず
可

ら
ず
。
自
由
の
気
風
は
唯
多
事
争
論
の
間
に
在
て
存
す
る
も
の
と
知
る
可
し
」
と
し
て
、
公
然
と
し
た
争
論
の
必
要
性
を
説
い
た（（（
（

が
、

ミ
ル
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
、
こ
れ
に
も
っ
と
も
明
確
に
対
応
し
て
い
る
の
が
『
代
議
制
統
治
論
』
第
七
章
の
「
敵
対
の
機
能（（（
（

」（the 

function of A
ntagonism

）
で
あ
り
、
ミ
ル
が
「
制
度
化
さ
れ
た
闘
争
」
と
い
う
表
現
を
ギ
ゾ
ー
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
の
書

評
的
論
文
で
用
い
て
い
る
こ
と
に
も
、
福
沢
は
目
を
通
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
松
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
ミ
ル
は
「
敵
対

の
機
能
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
、
い
か
な
る
統
治
体
制
で
も
、
政
治
勢
力
は
み
な
唯
一
の
権
力
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
が
、
そ
れ
を

達
成
し
た
段
階
で
「
改
良
が
そ
の
国
で
は
終
了
し
、
衰
退
が
は
じ
ま
る
」
と
し
て
、
過
去
に
お
い
て
も
、
精
神
的
権
威
と
世
俗
的
権

威
、
土
地
所
有
諸
階
級
と
産
業
諸
階
級
、
国
王
と
国
民
、
正
統
派
と
宗
教
改
革
派
と
の
間
で
「
闘
争
」
が
続
い
て
い
た
間
の
み
、
社

会
は
「
進
歩
的
」
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
り
、
統
治
者
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
の
存
在
は
、「
道
徳
的
支
柱
で
あ
り
、
社
会
的
支
柱
で

さ
え
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
に
お
け
る
「
敵
対
」「
抵
抗
」「
闘
争
」
の
肯
定
的
評
価
が
、
福
沢
の
い
う
「
争
論
」
の

必
要
性
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う（（（
（

。
そ
の
意
味
で
、
松
田
氏
の
指
摘
は
、
き
わ
め
て
重
要
か
つ
有
力

で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
書
第
二
章
で
ミ
ル
は
、「
ど
ん
な
国
で
も
、
そ
れ
に
対
す
る
統
治
形
態
は
、（
一
定
の
明
確
な
条
件
の
範
囲
内
で
）
選
択
し

う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
や
、
ど
う
い
う
基
準
に
よ
っ
て
そ
の
選
択
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
が
、
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
ど
れ
で
も
任
意
の
社
会
の
利
益
を
促
進
す
る
の
に
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
統
治
形
態
の
、
決
定
的
な
特
徴
と
は
な
ん
で
あ

る
か
」
と
し
て
、
統
治
形
態
は
選
択
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
準
は
、
社
会
の
利
益
を
促
進
す
る
の
に
も
っ
と
も
適
し
て
い
る

か
否
か
を
前
提
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る（（（
（

。『
文
明
論
之
概
略
』
第
三
章
に
お
い
て
福
沢
は
、「
都
て

世
の
政
府
は
唯
便
利
の
た
め
に
設
け
た
る
も
の
な
り
。
国
の
文
明
に
便
利
な
る
も
の
な
れ
ば
、
政
府
の
体
裁
は
立
君
に
て
も
共
和
に

て
も
其
名
を
問
は
ず
し
て
其
実
を
取
る
可
し（（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
安
西
氏
は
、
こ
れ
は
右
の
ミ
ル
の
指
摘
か
ら
学
ん
で
説
い
た
も
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の
だ
と
し
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
も
、
記
述
の
整
合
性
か
ら
み
て
、
妥
当
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。

　

ミ
ル
は
続
く
第
三
章
で
、
東
洋
人
の
嫉
妬
心
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

人
生
に
お
け
る
成
功
が
、
宿
命
あ
る
い
は
偶
然
の
結
果
で
あ
っ
て
努
力
の
結
果
で
は
な
い
と
、
考
え
ら
れ
た
り
信
じ
ら
れ
た
り
す
る
の
に
比

例
し
て
、
嫉
妬
心
（envy

）
が
国
民
的
性
格
の
一
特
徴
と
し
て
、
お
な
じ
割
合
で
発
展
す
る
。
全
人
類
の
う
ち
で
も
っ
と
も
嫉
妬
心
が
強

い
（the m

ost envious of all m
ankind

）
の
は
東
洋
人
で
あ
る
。
東
洋
の
道
徳
学
者
、
東
洋
の
物
語
り
に
お
い
て
は
、
嫉
妬
深
い

（envious

）
人
が
、
と
く
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
実
生
活
に
お
い
て
、
嫉
妬
深
い
（evil eye

）
人
は
、
豪
邸
で
あ
れ
、
か
わ
い
い

子
供
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
健
全
な
身
体
や
精
神
で
あ
っ
て
さ
え
、
と
に
か
く
な
に
か
望
ま
し
い
も
の
を
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
び
と
に

と
っ
て
、
恐
怖
の
ま
と
で
あ
る（

（（
（

。

　

松
沢
弘
陽
氏
は
、
一
八
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
第
十
三
編
で
の
「
怨
望
」
批
判
に
お
い
て
、
福
沢
は
民
選
議

院
論
も
出
版
自
由
論
も
、「
嫉
妬
の
念
を
絶
て
相
競
ふ
の
勇
気
を
励
ま
し
、
禍
福
譏
誉
悉
く
皆
自
力
を
以
て
之
を
取
り
、
満
天
下
の

人
を
し
て
自
業
自
得
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
趣
意
な
る
可
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
は（（（
（

、
ミ
ル
の
右
の
指
摘
と
よ
く
似
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
第
十
三
編
の
こ
の
直
前
の
箇
所
で
福
沢
は
「
人
間
最
大
の
禍
は
怨
望
に
在
て
、
怨
望
の
源

は
窮
よ
り
生
ず
る
も
の
な
れ
ば
、
人
の
言
路
は
開
か
ざ
る
可
ら
ず
、
人
の
業
作
は
妨
ぐ
可
ら
ず
」
と
述
べ
、
欧
米
と
日
本
と
は
事
情

が
異
な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
が（（（
（

、
安
西
氏
は
こ
れ
も
、
福
沢
が
右
の
ミ
ル
の
指
摘
に
「
同
意
同
調
し
た
」
も
の
だ
と
し
て
い
る（（（
（

。

松
沢
氏
の
指
摘
と
同
様
、
東
洋
人
の
嫉
妬
心
を
厳
し
く
指
摘
し
た
ミ
ル
の
記
述
に
触
発
さ
れ
た
記
述
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　

福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
に
お
い
て
も
、
欧
米
諸
国
を
「
文
明
」、
ト
ル
コ
や
中
国
、
日
本
な
ど
を
「
半
開
」、
ア
フ
リ

カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
を
「
野
蛮
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
「
文
明
」「
半
開
」「
野
蛮
」
の
判
断
基
準
を
論
ず
る
な
か
で
、「
人
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間
交
際
に
就
て
は
猜
疑
嫉
妬
の
心
深
し
と
雖
ど
も
、
事
物
の
理
を
談
ず
る
と
き
に
は
疑
を
発
し
て
不
審
を
質
す
の
勇
な
し
」
と
い
う

状
態
を
「
半
開
」
だ
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
松
沢
氏
は
、
福
沢
は
右
の
ミ
ル
の
見
解
に
「
共
鳴
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
苅
部
直
氏
も
、「
半
開
」
の
人
民
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
人
間
交
際
に
つ
い
て
猜
疑
嫉
妬
の
心
が

強
い
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
、「
お
そ
ら
く
、『
代
議
制
統
治
論
』
が
第
三
章
で
東
洋
人
（O

rientals

）
の
国
民
的
性
格
（national 

character
）
と
し
て
「
羨
望
」（envy

）
を
指
摘
し
た
箇
所
に
基
づ
く
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る（（（
（

。

　

ま
た
、「
覚
書
」
の
な
か
で
、「
彼
の
西
洋
の
学
者
が
常
に
東
洋
諸
国
の
人
を
評
し
て
、
嫉
妬
の
念
深
く
し
て
外
国
の
人
を
忌
む
な

ど
云
ふ
は
、
未
だ
事
実
の
詳
に
す
る
能
は
ざ
る
腐
儒
の
論
な
り
」
と
述
べ
て
お
り（（（
（

、
そ
れ
は
、「
ミ
ル
か
も
し
れ
な
い
」
と
安
西
氏

は
指
摘
し
て
い
る
が（（（
（

、
苅
部
氏
は
ミ
ル
の
諸
説
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
か
ど
う
か
確
定
し
が
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
筆
者

も
評
価
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
苅
部
氏
の
指
摘
通
り
、
ミ
ル
の
議
論
や
自
ら
の
見
聞
を
踏
ま
え
て
日
本
社
会
の
「
怨
望
」
と

い
う
心
理
を
あ
ぶ
り
出
し
つ
つ
、
そ
れ
を
「
ア
ジ
ア
人
の
心
性
の
宿
命
」
の
よ
う
に
決
め
つ
け
ら
れ
る
の
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う（（（
（

。

　
「
覚
書
」
に
つ
い
て
は
、
民
権
論
者
が
希
望
す
る
民
選
議
院
が
設
立
さ
れ
た
際
に
、「
議
院
が
権
を
恣
に
す
る
や
う
に
な
る
可
し
」

と
し
て
、
福
沢
は
そ
の
権
力
欲
に
警
戒
感
を
抱
い
て
い
た
が（（（
（

、
ミ
ル
は
『
代
議
制
統
治
論
』
第
四
章
に
お
い
て
、「
代
議
制
統
治
の

十
分
な
恩
恵
を
獲
得
す
る
に
は
ひ
ど
く
無
能
力
な
も
の
と
す
る
諸
傾
向
の
な
か
に
、
と
く
に
注
目
に
あ
た
い
す
る
も
の
が
一
つ
あ

る
」
と
し
て
、「
他
人
に
た
い
し
て
権
力
を
行
使
し
た
い
と
い
う
意
欲
」
を
挙
げ
て
い
る（（（
（

。
福
沢
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
第
一
原
理
』

に
触
発
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ミ
ル
の
こ
う
し
た
記
述
に
影
響
を
受
け
、
あ
る
い
は
共
感
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
松
沢
弘
陽
氏
は
指

摘
し
て
い
る
。
記
述
の
整
合
性
か
ら
見
て
、
妥
当
な
見
解
と
い
え
よ
う（（（
（

。
ミ
ル
は
、
こ
の
「
他
人
に
た
い
し
て
権
力
を
行
使
し
た
い

と
い
う
意
欲
」
を
持
ち
、「
行
政
が
全
体
に
た
い
し
て
行
使
す
る
過
剰
統
治
が
、
ま
す
ま
す
巨
大
な
も
の
に
な
る
」
特
徴
を
フ
ラ
ン

ス
人
に
読
み
取
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
自
己
に
対
し
て
権
力
を
行
使
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
」
を
有
し
、「
自
分
た
ち
に
対
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し
て
権
力
を
行
使
す
る
い
か
な
る
企
て
に
も
、
き
わ
め
て
用
心
深
い
が
、
し
か
し
、
か
れ
ら
は
一
般
に
、
他
人
に
対
し
て
権
力
を
行

使
し
た
い
と
は
、
ほ
と
ん
ど
お
も
わ
な
い
」
性
質
を
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
み
て
と
っ
て
い
る（（（
（

。
福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
九
章
で
、

近
世
以
降
、
英
仏
な
ど
に
お
い
て
「
論
説
の
喧
し
き
も
の
あ
る
も
、
唯
政
府
の
権
を
争
ふ
て
小
民
を
圧
制
す
る
の
力
を
貪
ら
ん
と
す

る
に
非
ず
、
自
か
ら
自
分
の
地
位
の
利
を
全
ふ
し
て
他
人
の
圧
制
を
圧
制
せ
ん
が
た
め
に
勉
強
す
る
の
趣
意
の
み
」
と
指
摘
し
て
い

る
が（（（
（

、
松
沢
氏
は
、
こ
れ
も
『
代
議
制
統
治
論
』
第
四
章
に
お
け
る
右
の
ミ
ル
の
指
摘
に
「
示
唆
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て

い
る
が（（（
（

、
ミ
ル
の
影
響
は
「
覚
書
」
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
て
『
文
明
論
之
概
略
』
に
も
及
ん
で
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
福
沢
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
第
六
章
に
お
い
て
、「
古
来
我
国
の
人
心
に
於
て
徳
義
と
称
す
る
の
も
の
」
は
、「
西
洋
の
語

に
て
云
へ
ば
「
パ
ッ
シ
ー
ウ
」」
で
あ
り
、
自
分
か
ら
働
く
の
で
は
な
く
、「
物
に
対
し
て
受
身
と
為
り
、
唯
私
心
を
放
解
す
る
の
一

事
を
以
て
要
領
と
為
す
が
如
し
」
と
評
し
て
い
る
が（（（
（

、
こ
れ
は
ミ
ル
が
『
代
議
制
統
治
論
』
第
三
章
で
、
人
間
の
性
格
を
「
活
動
的

な
性
格
と
受
動
的
な
性
格
」
に
分
類
し
、
後
者
を
よ
し
と
す
る
一
般
の
傾
向
を
批
判
し
た
こ
と（（（
（

が
、
福
沢
の
念
頭
に
あ
っ
て
の
記
述

で
は
な
い
か
と
、
松
沢
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
東
洋
人
の
嫉
妬
へ
の
指
摘
は
こ
の
直
後
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
の
整
合
性
か

ら
考
え
て
も
、
適
切
な
解
釈
と
思
わ
れ
る（（（
（

。
福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
九
章
で
、
世
の
事
物
は
「
初
歩
」
と
「
次
歩
」
の
区
別

が
あ
り
、「
次
歩
」
を
前
提
と
し
て
「
初
歩
」
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
次
歩
は
初
歩
を
支
配
す
る
も
の
と
云
ふ
も
可
な
り
」
と

述
べ
て
い
る
が（（（
（

、
こ
れ
は
松
沢
氏
に
よ
る
と
、『
代
議
制
統
治
論
』
第
二
章
に
お
い
て
、
統
治
形
態
が
国
民
に
と
っ
て
次
の
進
歩
の

段
階
に
進
む
の
に
有
効
で
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
段
階
に
進
む
の
を
妨
げ
る
も
の
な
ら
ば
、
不
適
当
で
あ
る
、
と
ミ
ル
が
論

じ
た
部
分（（（
（

に
「
趣
旨
が
よ
く
似
て
い
る
」
と
い
う（（（
（

。

　

こ
う
し
た
段
階
論
的
な
説
明
は
続
く
『
文
明
論
之
概
略
』
第
十
章
で
も
み
ら
れ
、
福
沢
は
「
自
国
の
独
立
を
以
て
文
明
の
目
的
と

為
す
」
と
述
べ
た
上
で
、「
今
の
我
文
明
と
云
ひ
し
は
文
明
の
本
旨
に
は
非
ず
、
先
づ
事
の
初
歩
と
し
て
自
国
の
独
立
を
謀
り
、
其

他
は
之
を
第
二
歩
に
遺
し
て
、
他
日
為
す
所
あ
ら
ん
と
す
る
の
趣
意
な
り
」
と
し
て
、
国
家
の
独
立
が
本
来
の
文
明
の
目
的
で
は
な
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く
、
文
明
の
目
的
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
他
の
こ
と
は
第
二
歩
に
残
し
て
他
日
を
期
す
と
し
て
、
い
わ
ば
二
段
階
論
を
展
開
し
て

い
る（（（
（

。
松
沢
氏
は
、
こ
れ
も
福
沢
が
右
の
『
代
議
制
統
治
論
』
第
二
章
の
記
述
に
「
共
感
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り
え
よ

う
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
代
議
制
統
治
論
』
の
福
沢
へ
の
影
響
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
一
八
七
四
年
刊
の
『
学
問
の
す

す
め
』
第
十
三
編
、
一
八
七
五
年
脱
稿
・
刊
行
の
『
文
明
論
之
概
略
』（
一
八
七
四
年
二
月
に
着
想
さ
れ
、
同
年
九
月
か
ら
一
八
七
五
年

二
月
末
に
か
け
て
全
体
の
原
型
が
で
き
、
四
月
頃
に
脱
稿
、
八
月
発
売（

（（
（

）、
同
年
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
「
覚
書
」
の
う
ち
、
一
八
七
五

年
十
二
月
か
ら
翌
年
二
月
の
間
に
書
か
れ
た
部
分
や
『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
後
に
書
か
れ
た
部
分
と
、
や
は
り
一
八
七
三
年
頃
か

ら
一
八
七
七
年
頃
ま
で
に
記
さ
れ
た
著
作
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
も
、
こ
の
間
に
刊
行

さ
れ
た
福
沢
の
著
作
と
『
代
議
制
統
治
論
』
の
比
較
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
、『
代
議
制
統
治
論
』
と
福
沢
諭
吉

　

前
章
で
み
た
箇
所
以
外
に
、
福
沢
が
『
代
議
制
統
治
論
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
著
作
を
、
以
下
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
文
明
論
之
概
略
』
第
三
章
に
お
け
る
、「「
ミ
ル
」
氏
代
議
政
治
論
の
内
」
と
し
て
記
述
さ
れ
た
箇

所
だ
が
、
こ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
以
下
の
『
代
議
制
統
治
論
』
第
七
章
の
ミ
ル
の
指
摘
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

民
主
政
治
の
純
粋
な
観
念
は
、
平
等
に
代
表
さ
れ
た
全
国
民
に
よ
る
全
国
民
の
統
治
で
あ
る
。
一
般
に
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
実
行
さ
れ
て

き
た
民
主
政
治
は
、
自
分
た
ち
だ
け
が
代
表
さ
れ
て
い
る
、
国
民
の
な
か
の
た
ん
な
る
多
数
者
に
よ
る
、
全
国
民
の
統
治
で
あ
る
。
…
…
平

等
・
普
通
選
挙
権
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
る
国
に
お
い
て
、
各
選
挙
区
で
競
争
選
挙
が
あ
り
、
各
選
挙
が
少
数
差
で
決
定
さ
れ
た
と
想
定
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し
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
あ
つ
め
ら
れ
た
国
会
は
、
国
民
中
の
ぎ
り
ぎ
り
の
過
半
数
を
代
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
国
会
が
立
法

に
着
手
し
、
そ
れ
自
体
の
な
か
の
ぎ
り
ぎ
り
の
過
半
数
に
よ
っ
て
、
重
大
な
議
案
を
採
択
す
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
が
、
国
民
の

う
ち
の
多
数
者
の
願
望
と
一
致
す
る
と
い
う
ど
ん
な
保
障
が
あ
る
の
か
。
選
挙
民
の
半
数
近
く
は
、
選
挙
で
多
数
票
に
ま
け
た
の
で
、
そ
の

決
定
に
ま
っ
た
く
影
響
力
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
通
過
さ
せ
た
人
び
と
に
反
対
の
投
票
を
し
た
の
だ

か
ら
、
か
れ
ら
の
全
部
が
そ
の
議
案
に
反
対
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
多
数
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
院
外
の
選
挙
民
の
な
か

で
半
数
近
く
は
、
そ
の
議
案
に
反
対
投
票
し
た
と
想
定
さ
れ
る
代
表
者
た
ち
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
優
位
に
た
っ
た
見
解

は
、
そ
の
国
の
諸
制
度
が
、
支
配
階
級
の
地
位
に
お
し
あ
げ
た
部
分
の
な
か
で
は
多
数
派
で
あ
る
が
、
国
民
の
な
か
で
は
少
数
派
で
あ
る
人

び
と
に
よ
っ
て
の
み
、
同
意
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
う
る
こ
と
だ
し
、
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い（

（（
（

。

　

記
述
の
整
合
性
か
ら
し
て
、
こ
れ
が
、
冒
頭
の
『
文
明
論
之
概
略
』
第
三
章
に
お
け
る
ミ
ル
に
基
づ
く
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
こ

と
は
、
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
福
沢
は
こ
こ
で
、「
合
衆
政
治
」
の
正
当
性
は
、
国
民
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
議
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
現
状
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
選
挙
で
、
僅
差
で
勝
敗
が
分
か
れ
た
場
合
、
敗
者
側
は
意
思
決
定
に
参

加
で
き
な
い
。
国
会
で
も
、
僅
差
で
議
決
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
決
議
は
全
国
民
中
の
多
数
の
支
持
を

得
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
少
数
者
に
よ
っ
て
多
数
の
意
見
が
制
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
、
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
羽
根
氏
が
指
摘
し

た
通
り
、
福
沢
は
ミ
ル
を
参
照
し
な
が
ら
、
民
主
的
社
会
に
お
け
る
多
数
に
よ
る
専
制
の
危
険
性
に
つ
い
て
論
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
福
沢
の
記
述
は
ミ
ル
の
直
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
僅
差
」
を
五
十
一
対
四
十
九
と

表
現
す
る
な
ど
、
読
者
に
よ
り
理
解
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
工
夫
を
加
え
た
記
述
を
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る（（（
（

。

　

な
お
、
小
泉
仰
氏
は
、
こ
の
福
沢
の
記
述
に
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
と
と
も
に
『
自
由
論
』
第
一
章
が
影
響
し
て
い
る
、
と
指

摘
し
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
は
、『
自
由
論
』
第
一
章
の
次
の
よ
う
な
記
述
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
今
や
、『
自
治
』
と
言
い

『
人
民
の
人
民
自
身
に
対
す
る
権
力
』
と
い
う
よ
う
な
文
句
は
、
真
相
を
現
さ
な
い
こ
と
が
感
づ
か
れ
て
き
た
。
…
…
人
民
の
意
志
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は
、
実
際
に
は
人
民
の
最
多
数
の
部
分
ま
た
は
最
も
活
動
的
な
部
分
の
意
志
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
大
多
数
者
、
ま

た
は
自
己
を
大
多
数
者
と
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
人
々
の
意
志
を
意
味
し
て
い
る（（（
（

」。
た
し
か
に
、
自
治
を
担
う
人
民

の
意
志
な
る
も
の
は
、
選
挙
で
自
己
を
多
数
者
と
し
て
認
め
さ
せ
た
人
々
の
意
志
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
、
右
の
福
沢
の
記

述
と
も
符
合
す
る
。
小
泉
氏
の
指
摘
は
的
を
射
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
福
沢
の
「
多
事
争
論
」
の
主
張
の
背
景
に
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
第
七
章
の
「
敵
対
の
機
能
」

に
つ
い
て
の
議
論
が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
第
五
章
で
ミ
ル
は
「
団
体
（
人
間
の
団
体
│
引
用
者
）
が
ど
ん
な
個
人
よ
り
よ
く

で
き
る
こ
と
は
、
熟
慮
（deliberation

）
で
あ
る
。
多
く
の
相
争
う
意
見
に
傾
聴
し
、
考
慮
す
る
こ
と
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
り

重
要
で
あ
っ
た
り
す
る
と
き
に
は
、
討
議
団
体
は
不
可
欠
で
あ
る（（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
討
議
」
の
重
要
性
へ
の
指
摘
も

ま
た
、
自
由
の
気
風
は
「
多
事
争
論
」
の
間
に
あ
っ
て
存
す
る
も
の
と
知
る
べ
し
、
と
い
う
福
沢
の
主
張
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
に
お
け
る
主
張
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
そ
の
影
響
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
『
文
明

論
之
概
略
』
や
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
第
十
三
編
だ
が
、『
分
権
論
』（
一
八
七
六
年
十
一
月
起
筆
、
翌
年
一
月
脱
稿
、
十
一
月
刊
行
）
に

も
、
そ
の
影
響
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
書
で
福
沢
が
主
張
し
た
「
政
権
」「
治
権
」
の
二
分
論
や
、

地
方
自
治
の
重
視
論
の
背
景
に
は
、
小
幡
篤
次
郎
が
翻
訳
し
て
い
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
分
権
の
範
囲
や
そ
の
必
要
性
、「
公
共
」
精
神
の
重
要
性
を
う
た
っ
た
部

分
に
は
、
ミ
ル
の
強
い
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

福
沢
は
『
分
権
論
』
の
冒
頭
で
、
ア
メ
リ
カ
の
人
民
が
「
ポ
リ
チ
カ
ル
・
ア
イ
ヂ
ヤ
」
を
抱
い
て
「
一
国
公
共
の
事
に
心
を
関
す

る
の
風
あ
り
」
と
し
て
、
日
本
の
士
族
の
「
君
家
に
忠
義
と
云
ひ
、
戦
場
に
討
死
に
と
云
ひ
、
文
武
の
嗜
と
云
ひ
、
武
士
の
心
掛
と

云
ひ
」、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
報
国
の
大
義
と
云
ひ
、
国
旗
の
栄
辱
と
云
ひ
、
憲
法
の
得
失
と
云
ひ
、
地
方
の
議
事
と
云
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ひ
、
其
趣
は
双
方
全
く
相
同
じ
か
ら
ず
と
雖
ど
も
、
国
事
に
関
し
て
之
を
喜
憂
す
る
心
の
元
素
に
至
て
は
、
正
し
く
同
一
様
な
り
と

云
は
ざ
る
を
得
ず
」
と
評
し
、
こ
う
し
た
士
族
の
「
政
治
上
の
生
」
は
、「
之
を
消
滅
し
尽
す
可
き
も
の
に
非
ず
、
唯
其
形
を
変
ず

る
こ
と
あ
る
可
き
の
み
」
と
主
張
し
た
。
福
沢
は
、
士
族
反
乱
の
鎮
圧
に
よ
っ
て
「
士
族
の
精
気
を
蒸
発
し
尽
く
」
し
、「
悉
皆
無

気
無
力
の
極
度
に
沈
む
」
と
い
う
事
態
を
憂
慮
し
、「
国
権
」
を
「
政
権
」
と
「
治
権
」
に
区
分
し
て
、
後
者
に
警
察
、
道
路
・
橋

梁
・
堤
防
の
営
繕
、
学
校
、
宗
教
、
公
園
、
衛
生
を
割
り
振
り
、
士
族
を
も
っ
て
「
治
権
を
分
て
之
に
任
ず
る
の
外
手
段
な
か
る
可

し
」
と
「
変
形
」
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る（（（
（

。
福
沢
が
、
国
家
公
共
へ
の
関
心
を
士
族
の
精
神
に
見
い
だ
し
、
そ
の
喪
失
に
よ
っ
て

国
民
が
「
無
気
無
力
」
に
陥
る
こ
と
を
恐
れ
、
そ
の
地
方
自
治
へ
の
活
用
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
解
説
す
る
ま
で
も
な

い
。

　

こ
う
し
た
言
説
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
影
響
が
み
て
と
れ
る
が
、
福
沢
は
小
幡
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
ミ
ル

を
通
し
て
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。『
代
議
制
統
治
論
』
第
八
章
で
ミ
ル
は
、「
肉
体
労
働
者
た
ち
に
よ
る
参
政
権
の

行
使
に
、
知
的
進
歩
の
潜
在
的
な
手
段
を
認
め
る
こ
と
」
が
空
想
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
議
論
へ
の
反
論
と
し
て
、「
証
人
と
し
て
ト

ク
ヴ
ィ
ル
氏
の
力
作
（T

ocquevilleʼs great w
ork

）
の
全
内
容
、
と
く
に
か
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
評
価
を
、
よ
び
だ
そ
う
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
旅
行
者
が
、
あ
ら
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
あ
る
意
味
で
愛
国
者
で
も
あ
り
、
教
養
あ
る
知
性
の
持
主
で
あ
る
と
い

う
事
実
に
よ
っ
て
、
感
銘
を
う
け
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
氏
は
、
こ
れ
ら
の
資
質
と
か
れ
ら
の
民
主
的
諸
制
度
と
の
あ
い
だ
の
関
連

が
、
い
か
に
密
接
で
あ
る
か
を
示
し
た
。
教
育
あ
る
人
び
と
の
思
想
、
趣
味
お
よ
び
感
情
が
、
こ
の
よ
う
に
広
く
い
き
わ
た
っ
て
い

る
さ
ま
は
、
よ
そ
で
み
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
し
、
達
成
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
さ
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、

ア
メ
リ
カ
人
の
愛
国
精
神
、
教
養
、
知
性
と
民
主
制
度
の
関
係
を
肯
定
的
に
論
じ
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
人
が
「
一
国
公
共
の
事
に

心
を
関
す
る
の
風
あ
り
」
と
し
て
国
家
や
憲
法
、
地
方
議
事
へ
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
福
沢
の
議
論
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
、

容
易
に
察
せ
ら
れ
よ
う
。
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福
沢
は
「
一
国
公
共
」
へ
の
関
心
を
抱
く
士
族
の
精
神
が
消
滅
し
、
国
民
全
体
が
「
無
気
無
力
」
に
陥
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
た

わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
公
共
へ
の
視
野
の
重
要
性
と
無
気
力
へ
の
警
戒
感
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
第
一
章
・
第
二
章
に
お
い
て
ミ

ル
が
繰
り
返
し
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ミ
ル
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
れ
ら
（「
ふ
つ
う
の
人
び
と
」
│
引
用
者
）
は
、
そ
の
統
治
形
態
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

す
す
ん
で
し
よ
う
と
し
、
そ
う
す
る
能
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
か
れ
ら
は
、
そ
れ
が
そ
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
か
れ

ら
に
要
求
す
る
こ
と
を
、
す
す
ん
で
し
よ
う
と
し
、
そ
う
す
る
能
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。

あ
る
国
民
が
自
由
な
統
治
を
選
択
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
、
彼
ら
が
怠
惰
、
不
注
意
、
臆
病
、
公
共
精
神
の
欠
如
か
ら
、

そ
れ
を
保
持
す
る
の
に
必
要
な
努
力
を
な
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
直
接
的
な
攻
撃
を
う
け
た
さ
い
に
そ
の
た
め
に
た
た
か
お
う
と
し

な
い
と
す
れ
ば
、
…
…
か
れ
ら
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
自
由
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
あ
り
、
た
と
え
短
期
間
で
も
そ
れ
を
も
っ
た
の
は

か
れ
ら
に
と
っ
て
い
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
か
れ
ら
は
そ
れ
を
長
く
享
受
で
き
そ
う
に
も
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

自
分
に
関
係
な
い
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
方
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
道
の
反
対
側
を
と
お
り
す
ぎ
る
国
民
、
さ
ら
に
、
処
刑
に

は
不
快
の
念
を
抱
く
が
暗
殺
に
よ
っ
て
は
衝
撃
を
う
け
な
い
国
民
│
│
こ
う
い
う
国
民
は
、
公
共
的
権
威
が
、
よ
そ
よ
り
も
は
る
か
に
き
び

し
い
抑
圧
力
を
も
っ
て
武
装
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
以
外
に
は
、
文
明
生
活
の
第
一
の
必
要
諸
条
件
が
依
拠
す

る
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
野
蛮
な
生
活
を
ぬ
け
で
た
ば
か
り
の
ど
ん
な
国
民
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
、
こ
れ
ら
の
悲
し
む
べ
き
感
情
の

状
態
は
、
う
た
が
い
も
な
く
、
ふ
つ
う
に
は
、
従
来
の
悪
い
統
治
の
結
果
で
あ
る（

（（
（

。
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わ
れ
わ
れ
は
、
人
の
世
の
で
き
ご
と
の
、
た
え
ず
な
が
れ
て
と
ど
ま
ら
な
い
、
悪
化
に
む
か
う
流
れ
が
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
流
れ
は
、
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
愚
行
、
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
、
あ
ら
ゆ
る
怠
慢
、
怠
惰
、
無
気
力
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
流
れ
は
、

あ
る
ひ
と
び
と
が
不
断
に
、
ま
た
他
の
人
び
と
が
気
ま
ぐ
れ
に
、
善
良
で
高
貴
な
諸
目
的
に
向
か
っ
て
尽
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
制

御
さ
れ
、
そ
の
ま
え
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
一
掃
し
な
い
よ
う
に
お
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

公
共
事
項
へ
の
積
極
的
参
加
、
怠
惰
や
公
共
精
神
の
欠
如
へ
の
警
鐘
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
が
侵
害
さ
れ
た
際
の
抵
抗
心
の
欠
如

と
、
そ
れ
に
よ
る
武
力
専
制
の
横
行
と
い
っ
た
指
摘
は
、
前
段
が
『
分
権
論
』
の
先
述
の
部
分
に
、
そ
し
て
後
段
は
西
南
戦
争
時
の

著
作
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

福
沢
は
、
西
南
戦
争
終
結
（
一
八
七
七
年
九
月
二
十
四
日
）
後
す
ぐ
に
記
し
た
「
明
治
十
年
丁
丑
公
論
」
に
お
い
て
、「
政
府
の
専

制
咎
む
可
ら
ず
と
雖
も
、
之
を
放
頓
す
れ
ば
際
限
あ
る
こ
と
な
し
。
又
こ
れ
を
防
が
ざ
る
可
ら
ず
。
今
こ
れ
を
防
ぐ
の
術
は
、
唯
こ

れ
に
抵
抗
す
る
の
一
法
あ
る
の
み
」
と
し
て
、
西
郷
の
武
力
に
よ
る
抵
抗
に
異
を
唱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
抵
抗
の
「
精
神
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
賞
賛
し
た
。
福
沢
が
恐
れ
て
い
た
の
は
、「
抵
抗
の
精
神
は
次
第
に
衰
頽
す
る
」
現
状
と
、
そ
の
先
に
あ
る
「
無
気

無
力
な
る
世
の
中
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
政
府
へ
の
批
判
精
神
が
消
え
去
る
こ
と
で
あ
っ
た（（（
（

。
公
共
精
神
の
欠
如
か
ら
、
自
由
な
統
治

へ
の
侵
害
に
対
し
て
抵
抗
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
統
治
は
維
持
で
き
な
い
と
い
っ
た
ミ
ル
の
所
論
の
影
響
を
、
こ
こ
に
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

ミ
ル
は
、
公
共
精
神
を
う
し
な
っ
た
国
民
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
武
装
し
た
厳
し
い
抑
制
力
を
も
っ
た
公
共
的
権
威
で
あ
る
、

と
述
べ
た
。
福
沢
は
西
郷
挙
兵
に
際
し
て
記
し
た
メ
モ
（「
西
南
戦
争
の
利
害
得
失
」）
に
お
い
て
、
政
府
が
こ
の
戦
争
に
勝
利
し
た

場
合
、「
必
ず
士
族
の
気
力
を
失
は
し
め
、
政
府
専
制
の
慣
習
を
養
成
し
、
開
化
の
歩
を
遅
々
た
ら
し
む
る
は
、
此
度
〔
の
〕
戦
争

の
余
害
な
り
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
福
沢
が
士
族
の
精
神
の
消
失
が
国
民
全
体
の
「
無
気
力
」
を
促
す
と
考
え
て
い
た
の
は
先
述
の
通
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り
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
政
府
の
専
制
を
助
長
す
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
無
気
力
な
国
民
に
対
す
る
政
府
の
専
制
│
│
と
い
う
構
図

は
、
ミ
ル
の
描
い
た
図
式
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
福
沢
は
『
分
権
論
』
に
お
い
て
「
治
権
」
の
担
い
手
を
選
挙
に
よ
っ
て
「
代
議
人
」
と
し
て
選
ぶ
こ
と
を
示
し
、
そ
の
際
、

「
此
議
員
が
仮
令
ひ
専
制
に
紛
は
し
き
事
を
行
ふ
も
、
人
民
の
方
に
は
此
議
員
を
進
退
す
る
の
権
あ
る
が
故
に
、
其
想
像
に
安
ん
じ

て
却
て
之
を
進
退
す
る
こ
と
な
く
、
暫
く
他
の
行
ふ
所
に
任
じ
て
其
働
を
逞
ふ
せ
し
む
る
こ
と
も
あ
る
可
し
」
と
述
べ
て
、
た
と
え

「
代
議
人
」
が
専
制
政
治
を
布
こ
う
と
し
て
も
、
人
民
が
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
ま
ま
「
代
議
人
」
に
統
治
を
委
ね
続

け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
意
に
適
せ
ざ
れ
ば
之
を
放
逐
す
可
き
の
み
」
で
あ
り
、「
人
心
の
不
覊
自
由
と
は
正
に
此
辺
に
在
て
存
す
る

も
の
な
り
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
ミ
ル
は
『
代
議
制
統
治
論
』
第
十
二
章
に
お
い
て
、「
立
法
部
員
は
、
か
れ
の
選
挙
区
民
の
指
示
に

拘
束
さ
れ
る
べ
き
か
」
を
問
い
、
選
挙
区
民
は
、「
代
表
者
を
か
れ
ら
の
た
ん
な
る
伝
声
管
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
、
そ

の
資
格
で
行
為
し
た
が
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
徳
義
上
そ
の
議
席
を
辞
任
す
る
よ
う
強
要
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
か

れ
ら
は
、
こ
れ
を
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
家
構
造
理
論
は
、
か
れ
ら
が
そ
れ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
想
定
す
べ

き
で
あ
る
。
…
…
選
挙
民
は
そ
の
代
表
者
を
代
弁
人
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
い
の
で
あ
り
、

選
挙
民
の
権
利
の
そ
の
よ
う
な
拡
大
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
お
こ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
確
定
的
だ
と
し
た

ば
あ
い
と
同
一
の
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る（（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
福
沢
の
指
摘
と
の
高
い
親
和
性
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

福
沢
は
右
の
記
述
の
す
ぐ
前
の
部
分
で
、「
人
民
に
権
力
を
授
る
は
小
児
の
手
に
利
刀
を
渡
す
が
如
し
。
児
心
、
未
だ
一
身
の
利

害
を
知
ら
ず
し
て
、
自
か
ら
疵
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
或
は
他
を
害
す
る
の
是
非
を
弁
ぜ
ず
し
て
、
人
を
切
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
之
を

傍
観
す
る
に
堪
へ
ず
と
雖
ど
も
、
如
何
せ
ん
、
此
小
児
を
し
て
此
刀
を
御
せ
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
瞑
目
し
て
之
に
利
刀
を
渡
し
、

其
自
か
ら
懲
り
自
ら
憤
る
ゝ
の
日
を
待
つ
の
一
法
あ
る
の
み
」
と
、「
治
権
」
の
分
与
へ
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
つ
つ
も
、
実
際
に
運

用
し
て
慣
れ
て
い
く
ほ
か
な
い
、
と
い
う
持
論
を
展
開
し
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
は
、
一
八
七
六
年
五
月
に
明
六
社
で
加
藤
弘
之
と
交
わ
さ
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れ
た
民
選
議
院
設
立
論
争
で
も
み
ら
れ
た
論
法
で
あ
り
、
日
本
人
民
が
未
成
熟
で
あ
る
が
ゆ
え
に
民
選
議
院
設
立
は
時
期
尚
早
で
あ

る
と
論
じ
た
加
藤
に
対
し
て
福
沢
は
、
廃
藩
置
県
も
民
選
議
院
も
「
自
由
の
暁
光
を
人
に
視
認
」
さ
せ
る
た
め
の
門
戸
で
あ
る
と
述

べ
、「
民
会
」
を
設
立
す
る
の
は
進
歩
を
促
進
す
る
良
策
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る（（（
（

。
人
民
の
成
熟
を
待
っ
て
「
民
会
」
を
開
設
し

「
治
権
」
を
分
与
す
る
の
か
、「
民
会
」
を
開
設
し
「
治
権
」
を
分
与
す
る
こ
と
で
人
民
を
成
熟
さ
せ
る
の
か
。
福
沢
は
後
者
の
立
場

か
ら
、
い
わ
ば
政
治
的
実
践
の
社
会
教
育
機
能
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。『
文
明
論
之
概
略
』
の
草
稿
で
も
福
沢
は
、「
民
会
ノ
体
裁

ハ
速
ニ
作
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
」
と
述
べ
た
上
で
、
民
会
に
よ
っ
て
習
慣
や
知
恵
を
育
て
、「
集
議
」
の
準
備
を
す
べ
き
だ
と
論
じ
て
い

る
（
（（
（

。
こ
の
「
民
会
」
段
階
か
ら
、「
国
会
」
の
開
設
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
『
通
俗
国
権
論　

二
編
』（
一
八
七
八
年
十
月
脱
稿
、

翌
年
三
月
刊
行
）
に
お
い
て
も
、
福
沢
は
、
国
会
で
は
ま
ず
「
外
国
交
際
」
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
一
事
を

議
し
て
二
事
に
及
び
、
一
年
を
過
ぎ
て
二
年
に
至
り
、
次
第
に
議
事
の
体
を
成
す
に
随
て
漸
く
内
国
の
事
務
を
も
議
す
る
に
至
ら
ば
、

外
交
の
議
事
は
恰
も
国
会
の
調
練
と
し
て
視
る
可
し
」
と
述
べ
て
い
る（（（
（

。
ま
ず
国
会
を
開
設
し
、
そ
こ
で
議
事
の
実
践
と
い
う
「
調

練
」
を
重
ね
な
が
ら
、
議
事
に
修
練
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
、
福
沢
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
、
公
共
的
事
項
へ
の
関
与
の
社
会
教
育
的
機
能
へ
の
着
目
に
あ
た
っ
て
、
示
唆
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
代
議

制
統
治
論
』
第
三
章
で
あ
る
。
ミ
ル
は
こ
こ
で
、「
公
共
の
た
め
に
な
す
べ
き
な
に
か
を
か
れ
（「
市
民
の
十
分
な
特
権
に
参
加
し
て
い

な
い
人
び
と
」
│
引
用
者
）
に
与
え
る
な
ら
ば
、
…
…
そ
れ
は
か
れ
を
教
育
あ
る
人
に
す
る（（（
（

」
と
述
べ
た
上
で
、「
私
人
と
し
て
の
市

民
」
が
「
公
共
的
職
務
」
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
か
れ
は
、
み
ず
か
ら
を
公
共
の
一
人
と
感
じ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
便

益
は
な
ん
で
も
自
分
の
便
益
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
さ
れ
る
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
公
共
的
職
務
へ
の
関
与
を
「
公
共
精
神
」
の
「
学

校
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
実
践
し
な
け
れ
ば
、
市
民
は
社
会
へ
の
責
任
感
を
抱
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
ま
ず
は
「
公

共
的
職
務
」
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
よ
っ
て
、
社
会
へ
の
責
任
感
を
育
成
す
る
と
い
う
「
教
育
」「
学
校
」
的
発
想
は
、
福
沢
の
所
論

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ミ
ル
は
同
書
第
十
五
章
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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地
方
諸
機
関
の
ば
あ
い
に
は
、
多
く
の
市
民
は
、
選
出
す
る
と
い
う
機
能
の
ほ
か
に
、
か
わ
る
が
わ
る
選
出
さ
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
お
り
、

ま
た
多
く
が
選
出
や
輪
番
制
に
よ
っ
て
、
多
数
の
地
方
的
執
行
職
務
の
う
ち
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
く
。
こ
れ
ら
の
地
位
に
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
、

思
索
し
演
説
す
る
と
と
も
に
、
公
共
の
利
害
の
た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
思
索
も
す
べ
て
代
理
で
果
た
す
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
方
的
な
機
能
は
概
し
て
、
上
流
の
人
び
と
が
求
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
社
会
の
ず
っ
と
下
層
に
ま
で
、
重
要

な
政
治
教
育
を
普
及
さ
せ
る
手
段
に
な
る
の
だ
と
、
つ
け
加
え
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
的
訓
練
は
、
国
家
の
全
般
的
な

こ
と
が
ら
に
お
い
て
よ
り
も
地
方
に
か
か
わ
る
こ
と
に
お
い
て
の
ほ
う
が
、
重
要
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
行
政
の
質
に
よ
っ
て
き
ま
る

よ
う
な
重
大
な
利
害
関
係
が
な
い
の
で
、
精
神
的
訓
練
の
方
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
う
る
が
、
行
政
の
質
は
、
一
般
立
法
の
問
題
や
帝
国

事
項
の
処
理
の
ば
あ
い
に
お
い
て
よ
り
も
、
精
神
的
訓
練
の
後
に
ま
わ
さ
れ
う
る
こ
と
が
ず
っ
と
多
い
の
で
あ
る（

（（
（

　

福
沢
が
国
会
よ
り
も
民
会
、
地
方
自
治
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
政
治
教
育
・
精
神
訓
練
的
な
主
張
を
し
た
こ
と
も
、
ミ
ル

の
こ
う
し
た
指
摘
の
ゆ
え
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
福
沢
は
「
治
権
」
の
対
象
と
し
て
警
察
、
道
路
・
橋
梁
・
堤
防
の
営
繕
、
学
校
、
宗
教
、
公
園
、
衛
生
を
挙
げ
た
が
、

こ
れ
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
に
お
け
る
地
方
自
治
の
範
囲
と
よ
く
似
て
い
る
。
ミ
ル
は
同
書
第
十
四
章
で
、「
都
市
」
を
地
方
自
治

の
基
本
単
位
と
し
て
設
定
し
た
上
で
、「
道
路
舗
装
、
照
明
、
給
水
、
排
水
、
港
湾
、
市
場
の
規
制
が
、
同
一
都
市
の
各
地
区
ご
と

に
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
多
少
の
浪
費
と
不
便
な
し
に
は
す
ま
な
い（（（
（

」
と
し
、
さ
ら
に
「
州
」
に
つ
い
て
、「
公
道
、
刑
務
所
、
警
察

を
適
切
に
規
制
す
る
に
は
、
そ
れ
（
村
落
│
引
用
者
）
よ
り
大
き
い
平
均
的
な
州
の
よ
う
な
区
域
で
ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
あ
る（（（
（

」
と

述
べ
て
い
る
。
福
沢
の
想
定
し
て
い
た
自
治
体
単
位
は
厳
密
で
は
な
い
が
、
ミ
ル
の
こ
う
し
た
指
摘
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
主
張
か
ら
、

福
沢
な
り
の
「
治
権
」
の
範
囲
を
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
沢
が
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
リ
ー
ヴ
英

訳
本
）
全
二
巻
を
読
む
の
は
一
八
七
七
年
六
月
か
ら
七
月
以
降
の
こ
と
で
あ
り（（（
（

、
こ
の
時
点
で
参
考
に
し
て
い
た
の
は
、
小
幡
篤
次
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郎
が
一
八
七
六
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
『
家
庭
叢
談
』
誌
上
で
同
書
の
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
共
精
神
に
つ
い
て
」
と

「
ア
メ
リ
カ
連
邦
に
お
け
る
権
利
の
観
念
に
つ
い
て
」、「
ア
メ
リ
カ
連
邦
に
お
け
る
行
政
的
地
方
分
権
の
政
治
的
諸
効
果
に
つ
い
て
」

の
各
節
を
抄
訳
し
た（（（
（

も
の
で
あ
っ
た
（
福
沢
は
前
二
者
の
刊
行
さ
れ
た
も
の
、
後
者
の
原
稿
段
階
の
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
『
分
権
論
』
に
引

用
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
も
読
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（（
（

）。
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
後
者
は
、「
外
国
交
際
」
が
「
国
内
共
同
ノ

利
益
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
村
落
ノ
事
務
各
地
方
ニ
限
レ
ル
ノ
利
益
ア
リ
」
と
し
て
、
前
者
を
「
政
権
」、
後
者
を
「
治
権
」
と
呼

ん
で
お
り
、
福
沢
が
そ
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
こ
の
小
幡
訳
は
さ
ら
に
、「
政
権
」
の
集
合
と
「
治

権
」
の
集
合
を
区
別
し
、
両
者
と
も
に
集
中
す
る
と
「
非
常
の
大
勢
力
」
を
発
生
し
て
圧
制
が
生
ま
れ
る
と
し
て
、
地
方
自
治
の
重

要
性
、
す
な
わ
ち
「
治
権
」
の
地
方
へ
の
分
権
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、「
政
権
」
の
範
囲
と
し
て
は
外
交
の
ほ

か
軍
事
を
挙
げ
、
ま
た
「
治
権
」
に
は
村
落
事
務
の
ほ
か
州
税
を
あ
て
て
い
る
程
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
内
容
は
あ
ま
り
明
確

で
は
な
い（（（
（

。
福
沢
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
い
う
「
治
権
」
の
集
権
化
を
恐
れ
つ
つ
、
後
者
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
、
ミ
ル
の
道
路
舗
装
、

照
明
、
給
水
、
排
水
、
港
湾
、
市
場
、
刑
務
所
、
警
察
、
と
い
っ
た
指
摘
を
受
け
て
自
ら
描
き
出
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
二
章
に
お
い
て
、「
文
明
に
は
外
に
見
は
る
ゝ
事
物
と
内
に
存
す
る
精
神
と
二
様
の
区
別
あ
り
」

と
し
て
、「
外
に
見
は
る
ゝ
文
明
の
事
物
と
は
衣
服
飲
食
器
械
住
居
よ
り
政
令
法
律
等
に
至
る
ま
で
都
て
耳
目
以
て
聞
見
す
可
き
も

の
を
云
ふ
な
り
」
と
述
べ
、「
精
神
と
は
何
ぞ
や
。
人
民
の
気
風
即
是
な
り
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
文
明
」
を
決
定
付

け
る
要
因
と
し
て
、「
人
の
気
風
快
発
に
し
て
旧
慣
に
惑
溺
せ
ず
、
身
躬
か
ら
其
身
を
支
配
し
て
他
の
恩
威
に
依
頼
せ
ず
、
躬
か
ら

徳
を
修
め
躬
か
ら
智
を
研
」
く
と
い
っ
た
「
気
風
」
を
挙
げ
て
、「
文
明
」
は
そ
の
精
神
が
外
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
連
携
を
持
つ
、

す
な
わ
ち
「
先
づ
文
明
の
精
神
を
備
へ
て
其
外
形
に
適
す
可
き
も
の
な
か
る
可
ら
ず
」
と
論
じ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
言
説
か
ら
す
る

と
、「
政
令
法
律
」
と
い
っ
た
統
治
形
態
に
関
す
る
も
の
も
、「
人
民
の
気
風
」
に
依
拠
し
、
こ
れ
が
活
発
で
自
立
し
、
知
徳
を
修
め
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て
い
る
こ
と
が
、
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
福
沢
は
同
書
第
三
章
で
、「
政
治
の
良
否
を
評
す
る
に
は
、
其
国
民
の

達
し
得
た
る
文
明
の
度
を
測
量
し
て
こ
れ
を
決
定
す
可
し
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る（（（
（

。
こ

の
「
政
治
の
良
否
」
を
決
す
る
国
民
の
「
文
明
」、
す
な
わ
ち
「
精
神
」
の
な
か
で
、
福
沢
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の
が
「
智
徳
」

で
あ
っ
た
。
同
書
第
四
章
で
福
沢
は
、「
有
智
有
徳
の
人
」
を
も
っ
て
「
こ
れ
を
名
け
て
文
明
の
人
と
云
ふ
可
し
」
と
述
べ
、
第
五

章
で
は
「
一
国
文
明
の
有
様
は
其
国
民
一
般
の
智
徳
を
見
て
知
る
可
し
」
と
し（（（
（

、
第
六
章
で
は
さ
ら
に
智
徳
に
つ
い
て
詳
論
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
私
智
（「
物
の
理
を
究
め
て
之
に
応
ず
る
の
働
」）、
公
智
（「
人
事
の
軽
重
大
小
を
分
別
し
軽
小
を
後
に
し
て
重
大
を
先
に
し
其
時

節
と
場
所
と
を
察
す
る
の
働
」）、
私
徳
（
貞
実
、
潔
白
、
謙
遜
、
律
儀
な
ど
）、
公
徳
（
公
平
、
正
中
、
勇
強
な
ど
）
と
に
四
分
し
、
こ
の

う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
物
は
「
公
智
」
で
あ
る
、
と
し
た（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
民
の
気
風
、
と
り
わ
け
智
徳
が
文
明
の
有
様
、
さ
ら
に
は
統
治
形
態
を
決
定
し
、
そ
の
智
の
う
ち
で
最
も
重
要

な
も
の
が
「
公
智
」
で
あ
る
、
と
い
う
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
福
沢
の
所
論
の
背
後
に
は
、
統
治
形
態
と
人
民
の
智
徳
と
の

不
可
分
な
関
係
を
説
い
た
ミ
ル
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
ミ
ル
は
『
代
議
制
統
治
論
』
第
二
章
に
お
い
て
、「
あ
る
統
治
形
態
が
所

有
し
う
る
卓
越
の
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
国
民
自
身
の
徳
と
知
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る（（（
（

」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
賢
明
な
構

成
員
の
個
人
的
知
性
と
徳
性
」
の
「
量
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
し
て
そ
の
組
織
の
し
か
た
が
よ
け
れ
ば
よ
い
ほ
ど
、
そ
の

統
治
は
そ
れ
だ
け
よ
く
な
る
で
あ
ろ
う（（（
（

」
と
し
、
続
く
第
三
章
で
も
、「
理
想
的
に
最
良
の
統
治
形
態
」
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
成
員
が

現
在
持
っ
て
い
る
道
徳
的
・
知
的
・
活
動
的
能
力
に
よ
る
、
社
会
の
こ
と
が
ら
の
す
ぐ
れ
た
処
理
を
、
ど
の
程
度
ま
で
促
進
す
る

か
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
も
述
べ
て
い
る（（（
（

。
最
良
の
統
治
形
態
と
は
、
人
民
の
智
徳
を
向
上
さ
せ
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
智
徳

も
ま
た
、
統
治
の
改
善
を
促
す
要
素
で
あ
っ
た（（（
（

。
い
わ
ば
統
治
形
態
と
智
徳
と
は
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ

を
智
徳
の
観
点
か
ら
み
た
と
き
、
福
沢
の
よ
う
な
智
徳
が
統
治
形
態
を
決
定
す
る
、
と
い
う
理
解
が
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
同
時
に
、
す
ぐ
れ
た
統
治
形
態
が
智
徳
を
増
進
さ
せ
る
と
い
う
観
点
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
、
ま
ず
国
会
を
開
設
し
、
こ
れ
に
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よ
っ
て
人
民
の
進
歩
を
促
進
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
発
想
を
補
完
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ミ
ル
は
、
植
民
地
統
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
代
議
制
統
治
論
』
第
十
八
章
で
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
、「
支
配
国
と
類
似
の
文
明
を
も
つ
人
び
と
か
ら
成
り
、
代
議
制
統
治
の
能
力
を
も
ち
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
成
熟
し
て
い
る
」
地
域
で
は
、「
自
治
」
を
も
っ
と
許
容
す
べ
き
で
あ
り（（（
（

、「
そ
う
し
た
状
態
に
ま
だ
到
達
し
な

い
諸
従
属
国
」
に
は
、「
支
配
国
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
支
配
国
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
派
遣
し
た
人
物
に
よ
っ
て
、
統
治
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

」
と
し
、
西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
統
治
を
当
然
の
事
実
と
し
た
上
で
、「
現
在
達
成
で
き
る
か
ぎ
り
で
最
善
の

統
治
と
、
将
来
の
永
続
的
改
良
に
と
っ
て
も
っ
と
も
有
利
な
条
件
と
を
、
か
れ
ら
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
支
配
を
臣
従

民
族
の
害
悪
で
は
な
く
善
と
す
る
よ
う
に
組
織
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
重
要
な
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な

い
（
（（
（

」
と
し
、
そ
の
あ
り
方
と
し
て
、
先
述
の
よ
う
な
、
被
統
治
地
域
の
「
成
熟
度
」
が
重
要
な
指
標
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
立
場
か
ら
ミ
ル
は
、
イ
ン
ド
へ
の
直
接
的
・
従
属
的
統
治
の
徹
底
を
た
め
ら
わ
な
い
。「
イ
ン
ド
の
よ
う
な
国
を
、
直
接
に
支
配

し
よ
う
と
企
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
に
す
ぐ
れ
た
支
配
者
を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
そ
の
国

に
対
す
る
か
れ
ら
の
義
務
を
、
は
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
、
そ
れ
に
与
え
る
支
配
者
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
内

閣
の
大
臣
よ
り
わ
る
い
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
。
…
…
イ
ン
ド
の
よ
う
な
国
で
は
、
す
べ
て
が
、
統
治
に
あ
た
る
人
び
と

の
個
人
的
な
資
質
と
能
力
に
依
存
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
く
ら
く
り
か
え
し
て
も
、
く
り
か
え
し
す
ぎ
は
し
な
い（（（
（

」。

　

福
沢
自
身
が
日
本
を
い
ま
だ
「
未
開
」
の
段
階
に
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
ミ
ル
の
議
論
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
も
し
西
欧
列
強
の
支
配
下
に
入
る
場
合
、
文
明
の
遅
れ
た
日
本
は
文
明
国
た
る
彼
ら
か
ら
十
分
な
自
治
を
獲
得
で
き
ず
、

直
接
的
か
つ
従
属
的
な
支
配
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ミ
ル
が
『
代
議
制
統
治
論
』
最
終
章
で
こ
う
し
た
議
論
を

展
開
し
た
の
に
応
じ
る
よ
う
に
、
福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
最
終
第
十
章
で
「
自
国
の
独
立
を
論
ず
」
と
題
し
、「
日
本
の
文
明

は
西
洋
の
文
明
よ
り
も
後
れ
た
る
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。
文
明
に
前
後
あ
れ
ば
前
な
る
者
は
後
な
る
者
を
制
し
、
後
な
る
者
は
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前
な
る
者
に
制
せ
ら
る
ゝ
る
の
理
な
り
」
と
し
て
、
西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
統
治
を
当
然
の
事
実
と
し
た
ミ
ル
に
呼
応
す
る
よ
う

な
「
理
」
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
列
強
が
従
属
的
支
配
を
強
い
る
以
上
、
福
沢
は
声
を
大
に
し
て
「
人
民
の
心
に
先
づ
感
ず
る
所
の

も
の
は
、
自
国
の
独
立
如
何
の
一
事
に
在
ら
ざ
る
を
得
ず
」
と
主
張
し
、
西
欧
諸
国
の
植
民
地
戦
略
の
所
以
を
説
き
、「
今
の
外
人

の
狡
猾
慓
悍
な
る
は
公
卿
幕
吏
の
比
に
非
ず
。
其
智
以
て
人
を
欺
く
可
し
、
其
弁
以
て
人
を
誣
ゆ
可
し
、
争
ふ
に
勇
あ
り
、
闘
ふ
に

力
あ
り
」
と
警
戒
し
、「
万
々
一
も
、
こ
れ
が
制
御
の
下
に
居
て
束
縛
を
蒙
る
こ
と
あ
ら
ば
、
其
残
刻
の
密
な
る
こ
と
恰
も
空
気
の

流
通
を
も
許
さ
ゞ
る
が
如
く
し
て
、
我
日
本
の
人
民
は
、
こ
れ
に
窒
塞
す
る
に
至
る
可
し
」
と
呼
び
か
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

の
際
、「
処
置
の
無
情
残
刻
」
な
る
実
例
と
し
て
福
沢
が
挙
げ
た
の
が
、
先
に
ミ
ル
が
正
当
化
し
た
、
英
国
に
よ
る
イ
ン
ド
統
治
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
福
沢
は
、
自
国
統
治
だ
け
で
な
く
対
外
的
独
立
も
、
究
極
的
に
は
そ
の
国
の
文
明
、
そ
し
て
人
民
の
「
精

神
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、「
全
国
人
民
の
間
に
一
片
の
独
立
心
あ
ら
ざ
れ
ば
文
明
も
我
国
の
用
を
為
さ
ず
」

「
今
の
日
本
国
人
を
文
明
に
進
る
は
此
国
の
独
立
を
保
た
ん
が
た
め
の
み
。
故
に
、
国
の
独
立
は
目
的
な
り
、
国
民
の
文
明
は
此
目

的
に
達
す
る
の
術
な
り
」
と
強
調
す
る
。
ミ
ル
に
学
び
、
ミ
ル
に
触
発
さ
れ
た
福
沢
の
言
説
を
こ
こ
に
み
て
と
る
こ
と
が
出
来
よ
う（（（
（

。

四
、
む
す
び

　

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
福
沢
は
ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う

な
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
チ
」
の
概
念
や
、
権
力
の
平
均
化
、
敵
対
の
機
能
、
東
洋
人
の
嫉
妬
心
、
権
力
欲
、
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

方
分
権
の
範
囲
や
必
要
性
、「
公
共
」
精
神
の
重
要
性
や
、
専
制
へ
の
警
戒
心
と
抵
抗
の
必
要
性
、
代
議
士
の
選
挙
民
に
よ
る
拘
束
、

議
会
設
立
に
お
け
る
社
会
的
機
能
、
さ
ら
に
は
、
文
明
や
統
治
形
態
と
人
民
の
智
徳
と
の
不
可
分
な
関
係
な
ど
、
そ
の
影
響
は
、

『
文
明
論
之
概
略
』
を
中
心
と
す
る
、
一
八
七
三
年
頃
か
ら
一
八
七
七
年
頃
に
か
け
て
記
さ
れ
た
著
作
に
、
濃
厚
に
あ
ら
わ
れ
て
い
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た
。

　

福
沢
自
身
が
、
一
八
七
九
年
刊
行
の
『
国
会
論
』
と
『
民
情
一
新
』
に
お
い
て
、
英
国
流
の
議
院
内
閣
制
や
二
大
政
党
制
の
重
要

性
を
説
い
て
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、『
代
議
制
統
治
論
』
の
影
響
は
、
こ
う
し
た
著
作
に
こ
そ
、
直
接
的
な
影
響
を
与
え

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ミ
ル
は
議
院
内
閣
制
の
普
遍
性
に
疑
義
を
呈
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
や
共
和
国
の
制
度
と
し
て
の
み
評
価
し
て
い
た
。
ミ
ル
は
、
国
会
が
総
理
大
臣
や
そ
の
候
補
者
を
選
出
す
る
意
義
に
つ

い
て
、「
あ
る
特
定
の
人
が
、
そ
の
政
党
の
候
補
者
で
あ
り
、
か
れ
の
一
般
的
政
策
は
か
な
ら
ず
そ
の
党
に
支
持
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
、
認
め
る
だ
け
な
の
で
あ
る
」
と
消
極
的
に
評
価
し
、
こ
う
し
た
慣
例
は
「
ブ
リ
テ
ン
国
家
構
造
」
で
は
確
立
し
て
き
た
し
、

共
和
国
で
も
こ
の
や
り
方
に
近
づ
け
ば
う
ま
く
い
く
で
あ
ろ
う
と
述
べ
つ
つ
も（（（
（

、「
わ
た
く
し
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
総
理
大
臣
が
、

な
ん
の
不
都
合
も
な
く
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
執
行
部
の
長
が
代
議
制
合
議
体
の
投
票
に
完
全
に
依
存
す
る
こ
と
が
、
い
つ
い
か
な

る
場
所
に
お
い
て
も
望
ま
し
い
と
主
張
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
」
と
議
院
内
閣
制
の
普
遍
性
を
否
定
し
、「
こ
れ
（
議
院
内
閣
制
│
引

用
者
）
を
避
け
る
こ
と
が
最
善
だ
と
考
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
か
れ
が
国
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
と
し
て
も
、
議
会
の
投
票
に
か
か

わ
ら
ず
一
定
期
間
そ
の
職
を
保
持
し
て
も
い
い
の
で
あ
る
」
と
、
議
会
に
よ
る
罷
免
権
の
否
定
を
肯
定
し
て
い
る
。
ミ
ル
は
、
総
理

大
臣
に
は
議
会
の
解
散
権
が
あ
る
以
上
、「
国
会
の
投
票
に
不
当
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
」
と
も
考
え
て
い
た（（（（
（

。

　

ミ
ル
は
続
け
て
、
司
法
官
僚
は
特
殊
で
専
門
的
な
職
務
で
あ
っ
て
、
民
衆
の
判
断
に
よ
っ
て
評
価
す
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
述

べ
、「
民
衆
的
選
挙
区
民
の
良
い
資
質
の
な
か
に
は
、
と
く
に
裁
判
官
に
必
要
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
冷
静
さ
と
不
偏
性
は
含
ま
れ

て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（（（（
（

。
裁
判
官
に
限
ら
ず
、
ミ
ル
は
官
僚
全
体
の
人
事
に
つ
い
て
も
「
執
行
部
の
職
務
担
当
者
た
ち
は
だ
れ

も
、
国
民
み
ず
か
ら
の
投
票
で
あ
れ
、
国
民
の
代
表
者
た
ち
の
投
票
で
あ
れ
、
民
衆
の
選
挙
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
し
、「
統
治
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
は
、
熟
練
を
要
す
る
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
資
質
は
、
特
別
で
専
門
的
な

種
類
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
正
当
に
判
定
で
き
る
の
は
、
み
ず
か
ら
そ
れ
ら
の
資
質
の
い
く
ぶ
ん
か
を
も
っ
て
い
る
人
び
と
、
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あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
の
実
際
の
経
験
を
も
っ
て
い
る
人
び
と
の
ほ
か
に
は
な
い
の
で
あ
る（（（（
（

」
と
、
そ
の
理
由
を
語
っ

て
い
る
。
行
政
の
長
で
あ
る
総
理
大
臣
と
国
会
と
の
間
に
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
思
考
に
も
、
こ
う
し
た
行
政
の
専
門
性
、
不
偏
性
、

熟
練
、
経
験
と
い
っ
た
要
素
が
影
響
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
福
沢
は
一
八
七
〇
年
代
に
欧
州
を
襲
っ
て
い
た
社
会
情
勢
の
不
安
定
化
を
背
景
に
、
議
院
内
閣
制
の
導
入
を

説
き
、
行
政
権
と
立
法
権
の
同
時
運
用
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
自
ら
の
議
論
の
重
要
な
土
台
と
し
て
き
た

『
代
議
制
統
治
論
』
は
、
大
き
な
「
躓
き
の
石
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
八
六
一
年
に
記
さ
れ
た
そ
れ
は
、
七
〇
年
代
の
危

機
感
を
受
け
止
め
て
お
ら
ず
、
議
院
内
閣
制
の
不
偏
性
を
説
い
て
も
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
専
門
性
や
経
験
を
掲
げ
て
行
政
権
を
占
有

す
る
藩
閥
政
府
を
正
当
化
し
か
ね
な
い
要
素
さ
え
、
含
ん
で
い
た
。
同
書
か
ら
の
影
響
が
こ
の
時
期
の
福
沢
に
及
ん
で
い
な
い
の
は
、

こ
う
し
た
自
ら
の
構
想
と
の
齟
齬
の
故
で
あ
り
、
そ
の
齟
齬
は
、
福
沢
の
主
張
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
単
に

『
代
議
制
統
治
論
』
に
お
け
る
議
院
内
閣
制
へ
の
言
及
の
回
避
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ミ
ル
の
読
書
そ
の
も
の
の
終
焉
ま
で
も
た
ら
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ミ
ル
の
福
沢
手
沢
本
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
の
う
ち
、
最
も
新
し
い
も
の
が
、
一
八
七
五
年
刊
行
で

あ
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
『
代
議
制
統
治
論
』
の
福
沢
へ
の
影
響
は
、
本
稿
で
若
干
の
検
討
を
加
え
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ほ
か
、

同
時
期
に
読
ん
で
い
た
バ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
、
さ
ら
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
影
響
も
加
味
し
て
、
総
合
的
に
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
ま
ず
は
『
代
議
制
統
治
論
』
に
焦
点
を
絞
っ
た
考
察
に
と
ど
め
、
総
合
的
な
分
析
は
別

稿
に
譲
り
た
い
。

（
1
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
四
七
頁
。 

（
2
）　

功
利
主
義
に
関
し
て
は
、
川
合
貞
一
「
ミ
ル
の
「
功
利
論
」
の
書
き
入
れ
よ
り
見
た
る
福
沢
先
生
」（『
三
田
評
論
』
第
四
〇
六
号
、
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一
九
三
一
年
六
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
手
沢
本J. S. M

ill, U
tilitarianism

再
現
︲
１
︲
（
資
料
）」（『
法
学
研
究
』
第
五
六
巻
六
号
、

一
九
八
三
年
六
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
手
沢
本J. S. M

ill, U
tilitarianism

再
現
︲
２
︲
（
資
料
）」（『
法
学
研
究
』
第
五
六
巻
七
号
、

一
九
八
三
年
七
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
手
沢
本J. S. M

ill, U
tilitarianism

再
現
︲
３
︲
（
資
料
）」（『
法
学
研
究
』
第
五
六
巻
八
号
、

一
九
八
三
年
八
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
「
功
利
主
義
」」（『
甲
南
法
学
』
第
三
一
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、

再
構
成
・
加
筆
・
修
正
の
上
、
後
掲
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』
に
再
録
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
の
正
義
観
│
│
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

『
功
利
主
義
』
第
五
章
を
め
ぐ
っ
て
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
一
九
号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
、
一
部
が
後
掲
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』

に
改
稿
・
再
録
）、
安
西
敏
三
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
│
│
自
然
法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）

第
三
章
「
功
利
と
正
義
│
│
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
功
利
主
義
』
と
の
対
話
」、
小
泉
仰
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
福
沢
諭
吉
、
西
周
の
功
利
原
理

適
用
法
」（
島
根
県
立
大
学
西
周
研
究
会
編
『
西
周
と
日
本
の
近
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
）、
小
泉
仰
「
明
治
に
お
け
る

西
洋
哲
学
の
受
容
│
│
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
“circum

stances

”
と
“conditions

”
に
対
す
る
福
沢
諭
吉
と
西
周
の
解
釈
」（『
日
本
の
哲

学
』
第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）、
な
ど
の
研
究
が
あ
り
、
女
性
論
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
田
善
雄
「
ミ
ル
の
婦
人
論
と
福
沢
先
生
」

（『
明
治
文
化
』
第
九
巻
四
号
、
一
九
三
六
年
四
月
）
か
ら
、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
女
性
の
隷
従
』」（『
福
沢
諭
吉

年
鑑
』
第
五
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
婦
人
の
隷
従
』」（
杉
原
四
郎
編
『
近
代
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
思
想
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
五
年
、
所
収
、
前
掲
の
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
五
号
所
収
論
文
を
加
筆
・
修
正
し
て
再
録

し
た
も
の
）、
小
泉
仰
「
福
沢
諭
吉
の
女
性
論
に
お
け
る
「
怨
望
」
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
月
報
一
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収
）、
安
西
敏
三
『
福
沢
諭
吉
と
自
由
主
義
│
│
個
人
・
自
治
・
国
体
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
七
年
）
序
章
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
女
性
の
隷
従
』
と
の
対
話
」（
前
掲
「
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
女
性
の
隷
従
』」
を
加
筆
・
再

録
し
た
も
の
）、
白
井
堯
子
「
女
性
の
地
位
を
め
ぐ
る
Ｆ
．
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
Ｊ
．
Ｓ
．
ミ
ル
│
福
沢
諭
吉
に
至
る
英
国
思
想
の
流
れ

か
ら
」（『
綜
合
看
護
』
第
四
七
巻
一
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）、
西
澤
直
子
『
福
沢
諭
吉
と
女
性
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一

年
）、
な
ど
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
宗
教
観
に
つ
い
て
は
、
小
泉
仰
「
ミ
ル
の
『
宗
教
三
論
』
と
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
」（『
近
代
日
本

研
究
』
第
二
巻
、
一
九
八
六
年
三
月
）、
小
泉
仰
『
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
第
四
章
「
ジ
ョ

ン
・
ス
チ
ュ
ー
ア
ー
ト
・
ミ
ル
と
福
沢
諭
吉
」、
な
ど
、
参
照
。
小
泉
氏
は
ほ
か
に
、
小
泉
仰
『
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
』（
研
究
社
出
版
、
一
九

九
七
年
）
で
福
沢
の
女
性
論
、
政
治
経
済
論
、
宗
教
論
へ
の
ミ
ル
の
影
響
を
考
察
し
て
お
り
、
安
西
氏
に
も
ほ
か
に
、
安
西
敏
三
「
福
沢
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諭
吉
の
学
問
観
│
ミ
ル
、
バ
ッ
ク
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
諸
著
作
へ
の
ノ
ー
ト
を
中
心
に
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
七
五
巻
三
号
、
一
九
八

二
年
六
月
）、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
と
Ｆ
・
Ｐ
・
Ｇ
・
ギ
ゾ
ー
、
そ
し
て
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
│
│
「
独
一
個
人
の
気
象
」
考
」（『
法
学
研

究
』
第
七
〇
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
二
月
）、
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

高
橋
義
雄
編
『
福
沢
先
生
を
語
る
│
│
諸
名
士
の
直
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）、
一
八
〇
│
一
八
一
頁
。
福
沢
宗
家
か
ら

慶
應
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
た
洋
書
の
目
録
（「
福
沢
宗
家
寄
贈
洋
書
目
録
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
八
巻
、
一
九
九
二
年
三
月
、
八
頁
）
に
は
、

こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
福
沢
手
沢
本
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
西
澤
直
子
氏
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
を
通
し
て
須

田
の
子
孫
に
確
認
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
須
田
家
に
も
該
当
す
る
本
は
な
い
と
い
う
。

（
4
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
松
沢
弘
陽
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「『
代
議
政
治
論
』
に
つ
い
て
は
、
福
沢
の
書
込
み
が
多
い
手
沢
本

が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
所
在
不
明
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
ミ
ル
の
政
治
思
想
の
集
成
と
い
う
べ
き
こ
の
書

物
の
、
福
沢
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
し
か
し
た
と
え
ば
『
代
議
政
治
論
』
と
『
文
明
論
之
概
略
』
を

は
じ
め
と
す
る
福
沢
の
著
作
を
あ
わ
せ
て
精
読
す
る
と
、
福
沢
の
ミ
ル
へ
の
共
鳴
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
文
章
に
た
び
た
び
出
あ
う
」

（
松
沢
弘
陽
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
│
│
福
沢
諭
吉
の
初
期
国
民
国
家
形
成
構
想
・
試
論
」（『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
〇
巻
五
・
六

号
下
、
一
九
九
〇
年
九
月
）、
一
九
二
四
頁
）。
筆
者
も
こ
れ
に
同
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
5
）　

慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書　

福
沢
諭
吉
と
慶
應
義
塾　

収
録
文
書
目
録
（
第
二

分
冊
）
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
一
）』（
雄
松
堂
出
版
、
改
訂
再
版
、
一
九
九
八
年
）、
六
五
│
七
〇
頁
。
な
お
、
前
掲
「
福
沢
宗
家
寄
贈

洋
書
目
録
」
に
は
、『
代
議
制
統
治
論
』
と
し
て
一
八
九
〇
年
刊
行
版
一
冊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
西
澤
直
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る

と
、
こ
の
本
に
は
書
き
込
み
が
あ
り
、
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
鉛
筆
書
き
の
字
で
福
沢
諭
吉
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
判
断
す
る
の
は
難
し

い
も
の
の
、
諭
吉
の
筆
跡
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
う
。
ま
た
、
線
が
定
規
で
き
れ
い
に
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
線
を
引

い
た
の
が
諭
吉
と
考
え
る
の
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
十
一
章
以
後
は
天
が
綴
じ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
読
ん

で
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
所
蔵
者
は
諭
吉
、
長
男
・
一
太
郎
、
そ
の
長
男
・
八
十
吉
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
諭
吉
の
可
能
性
は

低
い
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
諭
吉
は
本
文
の
通
り
、
一
八
七
五
年
脱
稿
の
『
文
明
論
之
概
略
』
で
同
書
を
引
用
し
て
お
り
、
そ

の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
著
作
に
は
同
書
か
ら
の
影
響
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
本
文
の
通
り
、
諭
吉
は
須
田
辰
次
郎
か
ら
『
代

議
制
統
治
論
』
を
借
り
て
書
き
込
み
を
し
て
い
た
が
、
須
田
が
こ
れ
を
購
入
し
、
諭
吉
が
こ
れ
を
借
り
て
読
ん
だ
の
も
一
八
七
三
年
頃
か
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ら
一
八
七
五
年
頃
の
間
と
考
え
ら
れ
、
諭
吉
は
こ
の
読
書
と
書
き
込
み
を
踏
ま
え
た
記
述
を
『
文
明
論
之
概
略
』
な
ど
に
し
た
上
で
、
の

ち
に
な
っ
て
、
一
太
郎
か
八
十
吉
が
こ
れ
を
購
入
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
諭
吉
が
書
き
込
み
を
し
て
、『
文

明
論
之
概
略
』
な
ど
の
時
期
の
記
述
の
背
景
に
な
っ
た
手
沢
本
は
、
現
存
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
先
述
の
福
沢
宗
家
か
ら
慶
應
義
塾

に
寄
贈
さ
れ
た
一
八
九
〇
年
刊
行
の
『
代
議
制
統
治
論
』
の
書
き
込
み
に
は
興
味
深
い
記
述
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
執
筆
者
、
お
よ
び

内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
6
）　

福
沢
は
『
文
明
論
之
概
略
』
第
三
章
の
中
で
、「
英
国
の
学
士
「
ミ
ル
」
氏
著
述
の
経
済
書
に
云
く
、
或
人
の
説
に
、
人
類
の
目
的

は
唯
進
て
取
る
に
在
り
、
足
以
て
踏
み
手
以
て
推
し
、
互
に
踵
を
接
し
て
先
を
争
ふ
可
し
、
是
即
ち
生
産
進
歩
の
た
め
に
最
も
願
ふ
可
き

有
様
な
り
と
て
、
唯
利
是
争
ふ
を
以
て
人
間
最
上
の
約
束
と
思
ふ
者
な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
、
余
が
所
見
に
て
は
甚
だ
こ
れ
を
悦
ば
ず
、
方

今
世
界
中
に
て
こ
の
有
様
を
事
実
に
写
出
し
た
る
処
は
亜
米
利
加
の
合
衆
国
な
り
、「
コ
ウ
カ
ス
」
人
種
白
人
種

の
男
子
相
合
し
、
不
正
不
公

の
覊
軛
を
脱
し
て
別
に
一
世
界
を
開
き
、
人
口
繁
殖
せ
ざ
る
に
非
ず
、
財
用
富
饒
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、
土
地
も
亦
広
く
し
て
耕
す
に
余
あ

り
、
自
主
自
由
の
権
は
普
く
行
は
れ
て
国
民
又
貧
の
何
物
た
る
を
知
ら
ず
、
斯
る
至
善
至
美
の
便
宜
を
得
る
と
雖
ど
も
、
其
一
般
の
風
俗

に
顕
は
れ
た
る
成
跡
を
見
れ
ば
亦
怪
む
可
し
、
全
国
の
男
児
は
終
歳
馳
駆
し
て
金
円
を
逐
ひ
、
全
国
の
婦
人
は
終
身
孜
々
と
し
て
此
逐
円

の
男
児
を
生
殖
す
る
の
み
、
こ
れ
を
人
間
交
際
の
至
善
と
云
は
ん
乎
、
余
は
こ
れ
を
信
ぜ
ず
と
。
以
上
「
ミ
ル
」
氏
の
説
を
見
て
も
亦
以

て
合
衆
国
の
風
俗
に
就
き
其
の
一
班マ
マ

を
窺
知
る
に
足
る
べ
し
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
四
八
頁
）。
小

泉
仰
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ミ
ル
『
経
済
学
原
理
』
か
ら
、
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
の
自
由
経
済
の
問
題
点
を
ミ
ル
が
批
判
し
た
部
分
を
、
福

沢
が
翻
案
し
た
も
の
だ
と
い
う
（
前
掲
『
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
』、
二
五
三
頁
）。
こ
の
時
期
の
福
沢
の
ミ
ル
へ
の
関
心
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ

の
福
沢
の
記
述
が
『
経
済
学
原
理
』
の
ど
の
部
分
に
基
づ
い
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
福
沢
諭
吉
著
／
伊
藤
正
雄
訳
『
現
代
語
訳 

文
明
論
之
概
略
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
安
西
敏
三
「
補
注
」
一
〇
二
、
四
一
一
│
四
一
二
頁
、
参
照
。

（
7
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
一
二
四
頁
。
一
八
七
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
刊
行
さ
れ

た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
の
な
か
で
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
従
』
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
前
掲
『
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
』、
二
五
〇
│
二
五
一
頁
、
参
照
）。
本
文
の
通
り
、『
女
性
の
隷
従
』
の
福
沢
手
沢
本
の
刊
行
年
は
一
八

七
〇
年
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
福
沢
が
注
文
し
、
入
手
し
た
の
は
翌
年
以
降
で
、
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
読
み
込
み
、
こ
の
言
及
に
つ
な
が
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
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（
8
）　
「「
弥
爾
氏
宗
教
三
論
」
緒
言
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
七
六
三
頁
。

（
9
）　

前
掲
『
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
』、
二
五
三
│
二
五
五
頁
。

（
10
）　

安
西
敏
三
「
英
書
手
沢
本
」（
福
沢
諭
吉
事
典
編
集
委
員
会
編
『
福
沢
諭
吉
事
典
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
一
三
│
一
一
四

頁
。

（
11
）　

丸
山
眞
男
氏
も
、
福
沢
が
ミ
ル
の
『
代
議
制
統
治
論
』
に
親
し
ん
だ
の
は
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
七
七
年
頃
に
か
け
て
で
あ
る
と

指
摘
し
て
お
り
（
丸
山
眞
男
「
解
題
」、
福
沢
諭
吉
著
作
編
纂
会
編
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
、
四
〇
〇

頁
）、
松
沢
弘
陽
氏
は
、
福
沢
が
『
代
議
制
統
治
論
』
を
読
ん
だ
時
期
に
つ
い
て
、「
一
八
七
四
年
二
月
頃
│
七
五
年
四
月
頃
」
と
し
て
い

る
（
前
掲
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」、
一
八
九
〇
│
一
八
九
一
頁
）。

（
12
）　

須
田
辰
次
郎
「
義
塾
懐
旧
談
（
つ
ゞ
き
）」（『
三
田
評
論
』
第
二
三
五
号
、
一
九
一
七
年
二
月
）、
五
二
頁
。

（
13
）　

須
田
は
先
述
の
直
話
に
続
け
て
、「
其
後
ボ
ツ
ク
ル
文
明
史
は
、
明
治
七
年
頃
に
参
つ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
福
沢
が
代
議
制
統
治

論
を
借
り
て
読
ん
だ
の
は
、
こ
の
前
、
す
な
わ
ち
一
八
七
三
年
頃
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
（
前
掲
『
福
沢
先
生
を
語
る
│
│

諸
名
士
の
直
話
』、
一
八
一
頁
）。

（
14
）　

前
掲
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」、
一
八
九
三
頁
。
ミ
ル
の
英
国
に
お
け
る
評
価
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
松
沢
弘
陽
『
近
代
日
本

の
形
成
と
西
洋
経
験
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
二
七
八
頁
、
参
照
。

（
15
）　
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
著
／
水
田
洋
訳
『
代
議
制
統
治
論
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
）。
な
お
、
英
語
の
原
語
表
記
の
確
認
の
た
め
、
次

の
初
版
を
参
照
し
た
。John Stuart M

ill, Considerations on R
epresentative G

overnm
ent (London: Parker, son, and 

Bourn, 1861).

（
16
）　M

ikiso H
ane, 

“The Sources of English Liberal Concepts in Early M
eiji Japan

”, M
onum

enta N
ipponica, V

ol. 24, 
N

o. 3 (1969), pp. 262

︲263.

（
17
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
七
四
頁
。

（
18
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
七
頁
。

（
19
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
自
由
主
義
』、
二
│
四
頁
、
安
西
敏
三
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
国
体
観
念
の
転
回
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
一

五
巻
、
一
九
九
九
年
三
月
）、
九
頁
。
な
お
、
前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
自
由
主
義
』（
二
│
四
頁
）
で
安
西
氏
は
「N

ationality

」
の
訳
語
と



31

福沢諭吉とＪ・Ｓ・ミル『代議制統治論』

し
て
「
国
民
性
」
を
当
て
て
い
る
が
、
こ
の
も
と
と
な
っ
た
論
文
で
は
、「
民
族
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

丸
山
眞
男
『
文
明
論
之
概
略
を
読
む
（
一
）』（
丸
山
眞
男
『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
一
五
三
頁
。

な
お
、
丸
山
氏
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
前
掲
「
福
沢
諭
吉
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
女
性
の
隷
従
』」
で
あ
る
。
松
沢
氏
も
同
様
の
見
解
を

示
し
て
い
る
（
松
沢
弘
陽
「
注
」、
福
沢
諭
吉
著
／
松
沢
弘
陽
校
注
『
文
明
論
之
概
略
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
三
一
五
頁
）。

（
21
）　

松
田
宏
一
郎
『
擬
制
の
論
理　

自
由
の
不
安
│
│
近
代
日
本
政
治
思
想
論
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、
一
七
〇
頁
。

（
22
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
二
頁
。『
文
明
論
之
概
略
』
執
筆
後
か
ら
書
き
記
さ
れ
た
「
覚
書
」
は
、
一
八
七
五
年
か
ら

一
八
八
二
年
ま
で
に
福
沢
が
記
し
た
読
書
ノ
ー
ト
で
あ
る
（
安
西
敏
三
「
覚
書
」
前
掲
『
福
沢
諭
吉
事
典
』、
一
二
四
│
一
二
五
頁
）
が
、

そ
こ
に
も
「
文
明
は
多
事
の
際
に
進
む
も
の
な
り
。
多
事
な
れ
ば
各
種
の
元
素
互
に
其
権
力
の
平
均
を
得
べ
し
」
と
あ
る
（
慶
應
義
塾
編

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
六
五
七
頁
）。『
文
明
論
之
概
略
』
の
執
筆
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　

前
掲
『
擬
制
の
論
理　

自
由
の
不
安
』、
一
八
六
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
四
頁
。

（
25
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
九
四
頁
。

（
26
）　

前
掲
『
擬
制
の
論
理　

自
由
の
不
安
』、
一
八
九
頁
。
こ
の
書
評
的
論
文
「
ギ
ゾ
ー
に
よ
る
歴
史
に
関
す
る
論
議
と
講
義
」

（Guizotʼs Essays and Lectures on H
istory

）
は
、
一
八
五
九
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
、D

issertations and D
iscussions: 

Political, Philosophical, and H
istorical

、
の
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
通
り
、
こ
の
巻
の
福
沢
手
沢
本
の
刊
行
年
は

一
八
六
七
年
で
あ
る
が
、
一
巻
と
三
巻
が
い
ず
れ
も
一
八
七
五
年
版
の
た
め
、
福
沢
が
全
三
冊
を
ま
と
め
て
購
入
し
た
際
に
、
書
店
側
が

第
二
巻
の
み
一
八
七
五
年
版
が
欠
け
て
い
た
た
め
、
一
八
六
七
年
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
一
八
七
五
年
に
ロ
ン
ド

ン
で
刊
行
さ
れ
た
本
を
、
同
年
四
月
に
脱
稿
さ
れ
る
『
文
明
論
之
概
略
』
に
反
映
さ
せ
る
の
は
現
実
的
に
困
難
か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
八

六
七
年
刊
行
で
あ
る
以
上
、
二
巻
の
み
先
に
入
手
し
て
読
み
、
そ
の
内
容
を
「
争
論
」
の
主
張
に
反
映
さ
せ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

な
お
、
松
沢
氏
は
、
福
沢
が
こ
の
書
評
論
文
を
読
ん
だ
時
期
を
「
一
八
七
四
│
一
八
七
七
の
間
か
？
」
と
推
測
し
て
い
る
（
前
掲
「
社
会

契
約
か
ら
文
明
史
へ
」、
一
八
九
二
頁
）。

（
27
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
九
四
│
一
九
五
頁
。

（
28
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
五
│
三
六
頁
。
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（
29
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
四
二
│
四
三
頁
。

（
30
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』、
一
五
五
│
一
五
八
頁
。 

（
31
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
八
八
頁
。

（
32
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
一
一
三
頁
。

（
33
）　

松
沢
弘
陽
「
公
議
輿
論
と
討
論
の
あ
い
だ
─
─
福
沢
諭
吉
の
初
期
議
会
政
観
」（『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
一
巻
五
・
六
号
、
一
九
九

一
年
一
〇
月
）、
二
四
八
九
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
一
一
三
頁
。

（
35
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』、
三
五
六
頁
。

（
36
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
一
六
、
一
七
頁
。

（
37
）　

前
掲
「
注
」、
三
一
一
│
三
一
二
頁
。

（
38
）　

苅
部
直
「
福
沢
諭
吉
の
「
怨
望
」
論
」（
苅
部
直
『
歴
史
と
い
う
皮
膚
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
所
収
）、
一
五
〇
頁
。
福
沢
の

「
嫉
妬
」
や
「
怨
望
」
と
い
っ
た
用
語
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
に
詳
し
い
。
苅
部
氏
は
こ
こ
で
、
福
沢
が
当
初
は
「
嫉
妬
」
を
批

判
的
に
捉
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
ミ
ル
の
議
論
や
、
征
韓
論
政
変
以
降
の
不
平
士
族
の
不
穏
な
動
向
を
踏
ま
え
て
、「
強
烈
な
「
怨
望
」

を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。「
怨
望
」
が
噴
出
し
て
反
乱
を
散
発
さ
せ
て

い
く
と
い
う
福
沢
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
る
が
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
中
津
隊
の
蹶
起
に
際
し
て
、
福
沢
が
そ
の
原
因
を
鈴
木
閒
雲

宛
の
書
簡
（
一
八
七
七
年
六
月
二
日
付
）
で
、「
中
津
旧
藩
之
旧
痾
」「
其
原
因
ハ
門
閥
之
残
夢
な
り
」
に
求
め
、
二
日
後
の
浜
野
定
四
郎

宛
書
簡
で
も
、「
此
世
間
之
騒
擾
に
際
し
て
中
津
之
旧
痾
再
発
し
、
上
士
と
下
士
と
之
き
し
り
合
ひ
な
り
」
と
述
べ
て
い
た
（
慶
應
義
塾

編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
―
一
七
頁
）。
福
沢
は
鈴
木
に
「
旧
藩
情
」
を
読
ん
で
、「
世
間
之

残
夢
を
驚
破
」
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
が
、「
旧
藩
情
」
で
福
沢
は
、「
門
閥
の
妄
想
を
払
ひ
、
上
士
は
下
士
に
対
し
て
恰
も
格
式
り
き
み

の
長
座
を
為
さ
ず
…
…
下
士
も
亦
上
士
に
対
し
て
旧
怨
を
思
は
ず
…
…
双
方
共
に
さ
ら
り
と
前
世
界
の
古
証
文
に
墨
を
引
」
く
よ
う
求
め

て
い
る
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
七
巻
、
二
七
六
│
二
七
七
頁
）。
こ
の
「
旧
痾
」「
門
閥
之
残
夢
」「
上
士
と
下
士
と
之
き
し
り
合

ひ
」「
門
閥
の
妄
想
」「
旧
怨
」
こ
そ
が
、
憂
う
べ
き
「
怨
望
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
39
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
七
巻
、
六
六
一
頁
。
苅
部
氏
は
、
こ
の
部
分
の
記
述
は
、
一
八
七
五
年
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
の
間
に
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書
か
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
前
掲
「
福
沢
諭
吉
の
「
怨
望
」
論
」、
二
六
二
頁
）。

（
40
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
』、
一
四
八
頁
。

（
41
）　

前
掲
「
福
沢
諭
吉
の
「
怨
望
」
論
」、
一
五
〇
│
一
五
一
頁
。

（
42
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
七
巻
、
六
六
九
│
六
七
〇
頁
。
福
沢
は
こ
の
部
分
の
頭
書
に
、「
代
議
政
」
は
代
議
人
に
専
制
政
治
を

さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、「
極
意
は
之
を
し
て
他
の
妨
を
為
さ
し
む
る
の
み
」
と
記
し
て
い
る
（
同
前
、
六
七
〇
頁
）。
代
議
政
治
は
権
力

を
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
本
文
で
述
べ
た
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
け
る
権
力
の
多
元
化

と
似
た
議
論
で
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分
は
、『
文
明
論
之
概
略
』
の
執
筆
後
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
一
三
│
一
一
四
頁
。

（
44
）　

前
掲
「
公
議
輿
論
と
討
論
の
あ
い
だ
」、
二
四
九
〇
│
二
四
九
一
頁
。

（
45
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
一
三
│
一
一
七
頁
。

（
46
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
一
五
五
頁
。

（
47
）　

前
掲
「
注
」、
三
五
〇
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
八
五
頁
。

（
49
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
八
四
│
八
五
頁
。

（
50
）　

前
掲
「
注
」、
三
三
一
頁
。

（
51
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
一
六
九
頁
。

（
52
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
六
三
頁
。

（
53
）　

前
掲
「
注
」、
三
五
七
頁
。

（
54
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
〇
八
、
二
〇
九
頁
。

（
55
）　

前
掲
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」、
一
九
二
一
頁
。

（
56
）　

松
沢
弘
陽
「
解
説
」（
前
掲
『
文
明
論
之
概
略
』、
所
収
）、
三
六
三
│
三
七
〇
頁
。

（
57
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
七
二
│
一
七
五
頁
。

（
58
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
四
七
頁
。
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（
59
）　

松
沢
氏
は
こ
の
「「
ミ
ル
」
氏
「
代
議
政
治
論
」
の
内
」
の
記
述
に
つ
い
て
、『
代
議
制
統
治
論
』
第
七
章
の
「
議
論
の
要
点
を
福
沢

が
わ
か
り
易
く
表
現
し
な
お
し
た
も
の
」
と
評
し
て
い
る
（
前
掲
「
注
」、
三
二
二
頁
）。
な
お
、
合
衆
政
治
や
多
数
者
の
専
制
の
問
題
へ

の
ミ
ル
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
丸
山
眞
男
「
解
題
」、
四
一
〇
頁
、
前
掲
『
文
明
論
之
概
略
を
読
む
（
一
）』、
八
六
│
八
九
、

二
三
五
│
二
三
九
頁
、
も
参
照
。

（
60
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
の
宗
教
論
』、
一
七
〇
頁
。

（
61
）　
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
著
／
塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳
『
自
由
論
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）、
一
四
頁
。

（
62
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
二
三
頁
。

（
63
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
三
七
│
二
七
五
頁
。

（
64
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
二
一
四
頁
。

（
65
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
二
〇
頁
。

（
66
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
二
一
│
二
二
頁
。

（
67
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
二
三
頁
。

（
68
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
四
六
頁
。

（
69
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
五
三
一
頁
。

（
70
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
〇
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
一
六
七
頁
。

（
71
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
八
九
頁
。

（
72
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
二
九
〇
│
二
九
二
頁
。

（
73
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
二
八
八
頁
。

（
74
）　
「
明
六
社
会
談
論
筆
記
」（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
二
九
六
―
二
九
九
頁
。

（
75
）　

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版　

福
沢
関
係
文
書
」、「
草
稿
」（
Ｆ
５
）。

（
76
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
六
六
三
│
六
六
四
頁
。

（
77
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
九
四
│
九
五
頁
。

（
78
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
九
六
頁
。
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（
79
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
五
三
│
三
五
四
頁
。

（
80
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
五
七
│
三
五
八
頁
。

（
81
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
六
二
頁
。

（
82
）　

前
掲
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」、
一
八
九
二
頁
。

（
83
）　

住
田
孝
太
郎
「
小
幡
篤
次
郎
著
作
目
録
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
一
三
三
│
一
三
四
頁
。

（
84
）　

福
沢
の
引
用
し
た
原
稿
は
、
そ
の
ま
ま
活
字
化
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
85
）　

小
幡
篤
次
郎
「
ト
ウ
ー
ク
ヴ
井
ル
氏
の
著
書
「
デ
モ
ク
レ
ー
セ
、
イ
ヌ
、
ア
メ
リ
カ
」
ヨ
リ
訳
出
ス
」（『
家
庭
叢
談
』
第
三
四
号
、

一
八
七
六
年
）、
一
一
│
一
四
頁
。

（
86
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
一
七
│
二
一
頁
。

（
87
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
四
九
頁
。

（
88
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
五
一
、
六
八
頁
。

（
89
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
八
三
頁
。

（
90
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
五
一
頁
。

（
91
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
五
四
頁
。

（
92
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
七
八
│
七
九
頁
。

（
93
）　

本
文
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ル
は
、
統
治
形
態
は
選
択
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
準
は
社
会
の
利
益
を
促
進
す
る
か
ど

う
か
に
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
社
会
の
利
益
の
う
ち
最
大
の
も
の
が
、
人
民
の
智
徳
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
福
沢
も
ま

た
、「
政
府
の
体
裁
」
は
、「
国
の
文
明
」
に
資
す
る
か
否
か
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
い
う
「
文
明
」
と
は
、

「
内
に
存
す
る
精
神
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
統
治
形
態
は
精
神
、
と
り
わ
け
智
徳
の
向
上
に
貢
献
す
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
94
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
四
〇
七
頁
。

（
95
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
四
一
九
頁
。

（
96
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
四
二
〇
頁
。
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（
97
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
四
三
一
│
四
三
五
頁
。
こ
う
し
た
ミ
ル
の
認
識
に
つ
い
て
『
代
議
制
統
治
論
』
解
説
は
、「
ミ
ル
の
視
野

に
は
い
ら
な
か
っ
た
異
質
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
異
文
化
問
題
つ
ま
り
植
民
地
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
の
ミ
ル
の
視
野
の
せ
ま
さ
は
、

こ
こ
に
訳
し
た
『
代
議
制
統
治
論
』
の
最
後
の
章
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」「
未
開
に
対
す
る
文
明
の
優
位
（
植
民
地
支
配
）、
無
教
養
に
対

す
る
教
養
の
優
位
を
、
当
然
と
し
た
」
と
批
判
し
て
い
る
（
前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』
解
説
、
四
四
六
、
四
五
一
頁
）。

（
98
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
一
八
三
、
二
〇
〇
、
二
〇
三
、
二
〇
七
頁
。

（
99
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
一
三
〇
頁
。

（
100
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
三
三
頁
。

（
101
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
三
五
│
三
三
六
頁
。

（
102
）　

前
掲
『
代
議
制
統
治
論
』、
三
二
九
│
三
三
〇
頁
。


